
694 

薙
正
七
年
清
朝
に
よ
る
シ
プ
ソ
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の
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lま

じ

め

一
三
世
紀
か
ら
二

O
世
紀
ま
で
タ
イ

(シ
ャ
ン
)
文
化
圏

(以
下
タ
イ
文
化
圏
と
表
記
す
る
)
に
お
い
て
濁
自
の
文
化
を

築
き
な
が
ら
興
亡
を
繰
り
返
し
て
き
た
タ
イ
系
民
族
の
王
固
に
あ
ま
り
注
意
を
梯

っ
て
き
た
と
は
一
蓄
え
な
い
。
タ
イ
文
化
圏
は
、

六
つ
の
近
代

近
年
ま
で
歴
史
家
は
、

圏
家
の
領
土
に
跨
っ
て
、
多
数
の
民
族
が
暮
ら
す
地
域
で
あ
り
、
具
程
的
に
言
え
ば
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

(
ピ
ル
マ
)
、
タ
イ
王
園
、
ラ
オ
ス
、
ヴ
エ



ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
の
ア
ッ
サ
ム
州
、
中
国
雲
南
省
の
一
部
を
含
ん
で
い
る
。
民
族
は
皐

一
で
は
な
く
、
政
治
的
に
優
位
に
立
っ
た
タ
イ
系
民
族

の
他
に
も
、
鮮
明
な
相
遣
を
有
す
る
い
く
つ
も
の
モ
ン
・
ク
メ

l
ル
諸
語
、

チ
ベ

ッ
ト

・
ピ
ル
マ
諸
語
、

カ
レ

ン
諸
語
及
び
漢
語
を
話
す
民
族

が
共
生
し
て
お
り
、
複
雑
な
言
語
・
文
化
モ
ザ
イ
ク
が
交
差
す
る
複
合
文
化
圏
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
輝
か
し
い
歴
史
と
文
化
を
有
す
る
こ
の

タ
イ
系
民
族
に
よ
っ
て
打
ち
立
て
ら
れ
た
王
国
が
歴
史
家
に
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
の
は
、
そ
の
中
か
ら
近
代
領
域
国
家
を
創
出
す
る

民
族
が
出
現
し
な
か
っ
た
黙
に
起
因
し
て
い
る
。
タ
イ
文
化
圏
の
王
固
と
諸
民
族
は
、
タ
イ
王
園
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
中
園
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
な
ど

が
領
域
圏
家
を
形
成
す
る
過
程
の
中
で
別
々
の
国
家
韓
制
に
組
み
込
ま
れ
た
た
め
、
多
く
の
歴
史
家
は
そ
の
存
在
さ
え
も
知
ら
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
王
園
が
す
で
に
消
滅
し
た
こ
と
を
理
由
に
そ
の
歴
史
を
無
視
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
幸
い
に
し
て
近
年
、
現
在
の
圏
境
線
を
超

(
1
)
 

越
し
た
形
で
、
こ
れ
ら
の
王
圏
の
聞
に
共
有
さ
れ
た
歴
史
と
文
化
の
関
係
を
扱
う
研
究
が
公
表
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た。

一
九
九

0
年
代
後
字
、
言
語
撃
者
の
新
谷
忠
彦
氏
は
、
こ
の
地
域
の
民
族
と
文
化
が
緩
や
か
に
統
合
さ
れ
て
い
た
事
賓
を
指
摘
し
、
嘗
該
地

(2
)
 

域
を
タ
イ
(
シ
ャ
ン
)
文
化
圏
と
命
名
し
た
。
新
谷
氏
は
タ
イ
系
民
族
の
み
な
ら
ず
、
品
回
目
該
地
域
に
居
住
す
る
他
の
す
べ
て
の
民
族
を
も
覗
野
に

入
れ
て
い
る
が
、
歴
史
家
に
と
っ
て
は
、
塵
史
上
タ
イ
系
民
族
王
国
の
統
治
が
共
通
の
歴
史
と
文
化
を
作
り
出
し
た
黙
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
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概
念
の
提
唱
に
よ
っ
て
、
我
々
は
現
在
の
園
境
線
と
い
う
障
害
物
を
超
越
し
て
、
嘗
該
地
域
で
興
亡
を
繰
り
返
し
た
移
し
い
数
の
王
園
が
全
域

を
緩
や
か
に
ま
と
め
る
政
治
・
枇
曾
的
特
徴
を
共
有
し
て
い
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
タ
イ
文
化
圏
は
多
数
の
王
園
に

よ
っ
て
分
断
さ
れ
た
と
考
え
る
よ
り
も
、
共
通
性
を
有
し
た
地
域
と
し
て
把
握
す
れ
ば
、
そ
の
一
部
で
起
こ

っ
た
政
治
・
枇
舎
費
動
は
他
の
一

部
と
連
動
し
て
い
る
と
い
っ
た
事
賓
が
見
え
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、

一
三
世
紀
か
ら
二
O
世
紀
の
問
、
品
目
国
一該
地
域
の
歴
史
事
象
は
各
王
国
や
各

地
方
で
散
琵
的
に
護
生
し
た
個
々
の
事
象
で
は
な
く
、

タ
イ
文
化
圏
の
歴
史
に
お
い
て
、

タ
イ
文
化
圏
全
程
の
費
動
の
中
で
費
生
し
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

一
七
・
一
八
世
紀
は
政
治
権
力
の
再
編
成
の
時
期
に
嘗
た
る
。
中
園
王
朝
が
嘗
該
地
域
の
王
園
の

一
部
に

土
司
制
度
を
導
入
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ム
ン

・
マ
オ
王
国

(麓
川
卒
緬
宣
慰
使
司
)
を
除
け
ば
、

一一
一一
!
一
四
世
紀
に
創
設
さ
れ
た
タ
イ
系
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民
族
の
王
国
は
概
ね
外
部
勢
力
の
干
渉
を
受
け
ず
、
濁
自
の
文
化
に
華
を
咲
か
せ
て
い
た
が
、

一
六
世
紀
中
頃
に
新
興
し
た
タ
ウ
ン
グ
l
朝
が
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タ
イ
文
化
圏
の
ほ
ぼ
全
域
を
征
服
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
紋
況
は

一
愛
し
た
。
す
な
わ
ち
、

一
六
世
紀
は
タ
イ
文
化
圏
の
政
治
権
力
に
と

っ
て
大

き
な
聴
換
期
と
な
る
。
ほ
ぼ
す
べ
て
の
タ
イ
系
民
族
王
園
が
ビ
ル
マ
王
朝
の
支
配
下
に
組
み
込
ま
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
雲
南
南
西
部
に
お
い

て
タ
イ
系
民
族
の
王
国
が
創
設
さ
れ
る
以
前
か
ら
存
績
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
モ
ン
・
ク
メ

l
ル
系
民
族
の
政
権
も
、
明
王
朝
に
よ

っ
て
解

抽
服
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。

一
七

・
一
八
世
紀
で
は
、

タ
イ
系
民
族
の
王
国
は
ビ
ル
マ
王
朝
の
支
配
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
の
か
と
い
う
黙
に
加

ぇ
、
ま
す
ま
す
強
ま
る
清
朝
に
よ
る
干
渉
へ
の
釘
庭
の
仕
方
が
も
う
一
つ
の
課
題
と
な
っ
た
。

薙
正
帝
の
治
世
(
一
七
二
三
1
一七
三
五
年
)
に
お
い
て
、

清
朝
は
中
圏
西
南
地
直
の
土
司
に
封
す
る
管
理
を
強
化
し
、
不
適
切
と
見
な
し
た

行
筋
に
釣
し
て
は
断
固
た
る
態
度
で
臨
ん
だ
。

タ
イ
系
民
族
の
統
治
者
や
そ
の
他
の
非
漢
族
の
首
領
に
釘
す
る
管
理
強
化
は
、

高
其
俸

(漠
軍

鍍
黄
旗
人
)
の
雲
貴
徳
督
任
職
中
(
康
配
…
六
一
[
一
七
一
一
一
一
]
l
薙
正
三
[一

七
二
五
]
年
)
か
ら
開
始
さ
れ
た
が
、
薙
正
四

(
一
七
二
六
)
年
二
月

一
日、

日比
明
に
到
着
し
同
年
一

O
月
雲
貴
線
督
に
昇
任
し
た
郭
爾
泰

(
一
六
八
O
l
一
七
四
五
)
に
よ
っ
て
本
格
的
に
推
進
さ
れ
て
い
っ
た
。
満
洲
人
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(
鍍
叢
旗
)
の
都
爾
泰
は
、
潅
正
帝
の
覚
え
も
め
で
た
く
、
特
に
信
任
の
厚
い
寵
臣
で
あ
っ
た
た
め
、
嘗
時
貴
州
省
な
ど
で
罷
生
し
て
い
た
苗

(
4
)
 

族
の
反
乱
を
平
定
す
る
た
め
に
祇
遣
さ
れ
、
雲
南
で
は
土
司
の
官
職
を
授
興
し
た
タ
イ
系
民
族
や
そ
の
他
の
非
漢
族
統
治
者
の
領
地
を
浸
枚
し

て
そ
れ
を
直
轄
地
に
し
た
。
こ
の
よ
う
な
直
轄
地
化
は
、
史
料
で
改
土
蹄
流
と
線
稽
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
土
着
民
族
の
土
司

(土
官
)
を
廃
止

し
、
そ
の
領
地
を
正
規
の
行
政
機
関
と
し
て
中
央
政
府
が
汲
遣
し
た
官
僚
(
流
官
)
の
管
轄
下
に
置
く
行
政
改
革
を
そ
の
内
容
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
中
園
王
朝
側
の
都
合
に
よ
る
措
置
で
あ
り
、
領
地
を
喪
失
し
た
非
漢
族
の
統
治
者
に
し
て
み
れ
ば
、
直
轄
地
化
は
自

己
の
主
穫
を
侵
害
す
る
不
合
理
な
措
置
に
外
な
ら
な
い
た
め
、
清
朝
の
勝
手
な
振
る
舞
い
に
封
し
て
武
力
で
抵
抗
す
る
事
件
が
し
ば
し
ば
起
こ

(
5
)
 

っ
て
い
た
。

シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
王
国
は
現
在
の
雲
南
省
西
讐
版
納
タ
イ
族
自
治
州
を
中
心
と
す
る
地
域
に
位
置
し
て
お
り
、
長
い
歴
史
を
誇
る
タ
イ

・

ル
l
族
の
政
権
で
あ
る
。
元
朝
の
元
貞
二

(
一
二
九
六
)
年
か
ら

一
九
五

0
年
代
ま
で
の
六
百
五
十
鈴
年
の
長
き
に
百
一
り
、
こ
の
王
園
は
中
園

の
土
司
制
度
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
聞
に
中
国
か
ら
授
輿
さ
れ
た
官
職
の
名
稽
が
幾
度
も
饗
化
し
て
い
る
。
元
王
朝
は
徹
里
軍
民
線
管



理
府
と
い
う
行
政
機
関
を
設
置
し
た
が
、
明
王
朝
は
そ
れ
を
繕
績
し
た
上
で
、
洪
武

一
七
(
一
三
八
四
)
年
に
車
里
軍
民
宣
慰
使
司
と
改
名
し
、

清
朝
は
車
皇
軍
民
宣
慰
使
司
と
稽
し
て
い
た
。
シ
プ
ソ
ン
パ

ン
ナ
l
王
園
で
愛
生
し
た
反
乱
を
平
定
し
た
の
ち
に
、
郡
爾
泰
は
薙
正
七

(
一七

二
九
)
年
そ
の
王
圏
の
一
部
を
直
轄
地
化
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
1
王
園
は
一
六
世
紀
中
頃
以
来
、
ピ
ル
マ
王
朝
と
中
園
王

(7
)
 

朝
隻
方
の
朝
貢
固
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
同
王
園
は
中
園
か
ら
干
渉
を
よ
り
深
く
受
け
る
方
向
に
傾
く
よ
う
に
な
る
。
後
述

す
る
如
く
、
そ
の
時
の
直
轄
地
化
は
成
功
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
事
件
は
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
王
国
を
中
園
に
組
み
込
む
遁
程
へ
と

迭
り
出
し
た
黙
で
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

タ
イ
系
民
族
の
王
園
は
、
如
何
な
る
歴
史
過
程
を
通
じ
て
崩
壊
し
、
中
園
、
シ
ャ

ム
王
国
や
ミ
ャ
ン
マ
ー

(ピ
ル
マ
)
な
ど
に
組
み
込
ま
れ

て
い
っ
た
の
か
と
い
う
黙
が
、

タ
イ
文
化
圏
の
歴
史
の
中
で
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
本
稿
は
、
清
朝
が
薙
正
七
(
一
七
二
九
)
年
に
何

故
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
王
園
の
一
部
を
直
轄
地
化
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
の
解
明
を
目
的
と
し
て
い
る
。
タ
イ
系
民
族
王
園
は
、
盆

地
と
山
地
に
棲
み
分
け
を
す
る
多
数
の
異
な
る
民
族
を
統
治
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
研
究
は
盆
地
に
居
住
す
る
タ
イ
系
民
族
に
集
中
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し
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
従
来
の
研
究
は
薙
正
七
年
の
直
轄
地
化
を
決
定
す
る
動
機
を
清
朝
の
領
土
援
張
へ
の
意
欲
に
蹄
し
て
い
る
が
、

本
稿
で
は
近
隣
地
域
に
お
け
る
長
期
壁
動
と
い
う
背
景
の
中
で
、
山
地
民
が
果
た
し
た
役
割
に
注
目
す
る
。
山
地
民
は
タ
イ
系
民
族
と
異
な
り、

そ
且
つ
し
よ
う

自
己
の
手
に
よ
る
史
料
を
残
し
て
い
な
い
が
、
清
朝
の
地
方
官
の
奏
摺
(
官
僚
が
皇
帝
に
具
奏
し
た
私
的
な
上
奏
文
)
な
ど
か
ら
、
彼
ら
が
シ
プ
ソ

ン
パ
ン
ナ
l
王
国
の
運
命
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
存
在
で
あ

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

タ
イ
系
民
族
王
国
の
概
要

盆
地
や
河
谷
平
野
で
水
稲
耕
作
に
従
事
す
る
タ
イ
系
民
族

(自
稽
を
タ
イ
と
す
る
西
南
タ
イ
諸
語
の
話
者
)
は
、

古
く
か
ら
盆
地
と
周
遣
の
山
地

(
B
)
 

を
ム
ン
(
日
吉
岡
)
と
い
う
自
立
的
政
治
車
位
と
し
て
盆
地
園
家
を
作
り
上
げ
て
き
た
。
各
ム
ン
は
ツ
ア
オ
ム

ン

(
口
2
5口
問
)
、
な
い
し
チ
ヤ

オ
・
ム
ア
ン
(
ロ

2
5
z
g
m
)
と
い
う
リ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
た
が
、
複
数
の
ム
ン
が
ま
と
ま
れ
ば
盆
地
連
合
王
国
が
形
成
さ
れ
る
。
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盆
地
連
合
王
国
の
頂
鮎
に
立
つ
首
長
は

ツ
ア
オ
フ
ァ

ー

(
2君
『

g
、
ま
た
は

2
毛
主
白
血
)
と
呼
ば
れ
、
各
ム
ン
の
リ
ー
ダ
ー
を
統
合
し
て
園

王
と
し
て
盆
地
連
合
に
君
臨
す
る
。
盆
地
連
合
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
不
明
な
黙
が
多
々
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
便
宜
上
こ
の
よ
う
な

盆
地
連
合
を
王
国
、

ツ
ア
オ
フ
ァ

ー
を
国
王
と
そ
れ
ぞ
れ
呼
び
、
ま
た
ツ
ア
オ
フ
ァ
ー
と
ツ
ア
オ
ム
ン
を
含
め
た
指
導
層
を
タ
イ
系
民
族
の
統

治
者
と
稽
す
る
こ
と
に
す
る
。

こ
れ
ら
の
王
国
は
、
盆
地
の
タ
イ
系
民
族
と
山
住
み
の
モ
ン
・
ク
メ
ー
ル
系
、

チ
ベ

ッ
ト
・
ビ
ル
マ
系
、

カ
レ
ン
系
諸
民
族
を
統
べ
る
政
治

権
力
を
充
分
に
備
え
て
い
た
。
タ
イ
族
は
も
と
も
と
貴
族

(統
治
者
)
と
平
民
(
被
統
治
者
)
か
ら
構
成
さ
れ
る
階
層
的
な
枇
舎
を
形
成
し
て
い

た
た
め
、
統
治
者
が
平
民
か
ら
租
税
と
兵
役
を
含
む
径
役
を
徴
収
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
政
権
を
運
昔
す
る
仕
組
み
が
容
易
に
で
き
て
し
ま

っ
た
。

例
え
ば
、

シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
王
国
で
は
、
平
民
は
王
族
に
針
す
る
隷
属
の
度
合
い
か
ら
タ
イ
ム
ン
(
先
住
民
、
比
較
的
濁
立
・
自
立
し
て
い
る
農

民
)
と
ク
ン
フ
ン
ツ
ア
オ
(
王
族
の
隷
属
民
)
と
い
う
二
つ
に
大
別
で
き
る
が
、
加
藤
久
美
子
氏
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
王
園
の
中
心
ム
ン

(9
)
 

で
あ
る
ツ
エ
ン
フ
ン
の
統
治
者
が
新
回
開
設
な
ど
に
ク
ン
フ
ン
ツ
ア
オ
を
積
極
的
に
利
用
し
て
経
済
基
盤
を
強
化
し
た
事
例
が
あ
る
。
統
治
者

(
ゆ
)

は
山
地
民
に
針
し
で
も
行
政
を
賓
施
し
て
お
り
、
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
!
と
ム
ン
レ
ム
雨
王
国
で
は
そ
の
行
政
草
位
は
ク
エ
ン

(r
z
g
)と
呼

- 98一

ば
れ
て
い
た
。
タ
イ
系
民
族
王
国
の
運
営
に
お
い
て
は
、
異
民
族
集
固
の
文
化
的
同
化
よ
り
も
、
信
役
に
基
盤
を
置
く
統
治
者
の
行
政
制
度
に

異
民
族
集
圏
を
組
み
込
ん
で
支
配
す
る
と
い
う
政
治
的
統
合
の
ほ
う
が
遥
か
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
た
。

生
業
か
ら
み
れ
ば、

タ
イ
系
民
族
の
統
治
者
は
、
水
田
耕
作
と
焼
畑
耕
作
と
い
う
異
な
る
農
業
技
術
シ
ス
テ
ム
で
生
計
を
立
て
る
民
族
を
一

つ
の
政
治
シ
ス
テ
ム
の
中
で
統
治
し
て
い
た
が
、

ム
ン
権
力
の
経
済
基
盤
は
主
に
盆
地
に
定
住
す
る
水
稲
耕
作
民
で
あ
る
タ
イ
系
民
族
に
置
か

れ
て
い
た
。
山
住
み
の
モ

ン

・
ク
メ
ー
ル
系
、

チ
ベ
ッ
ト
・
ピ
ル
マ
系
、

カ
レ
ン
系
諸
民
族
は
焼
畑
農
耕
を
昔
ん
で

い
た
が
、
彼
ら
の
生
産
性

は
タ
イ
系
民
族
よ
り
低
い
上
に
不
安
定
で
、
村
落
の
離
散
集
合
も
頻
琵
し
て
い
た
た
め
、
王
園
が
彼
ら
か
ら
恒
常
的
に
徴
収
し
得
る
租
税
や
労

働
力
は
お
の
ず
と
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
山
地
民
は
タ
イ
系
民
族
の
王
園
に
と

っ
て
重
要
な
構
成
員
で
あ

っ
た
。
王
国
が
遠
隔
貿
易
に
使

用
す
る
商
品
は
し
ば
し
ば
山
地
か
ら
入
手
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
タ
イ
文
化
圏
の
多
く
の
王
国
で
は
統
治
者
が
自
己
の
富
を
増
や
す
た
め
に
、



茶
、
盟
、
賓
石
、
阿
片
や
林
産
物
な
ど
の
ロ

ー
カ
ル
な
産
物
を
用
い
て
積
極
的
に
交
易
に
参
輿
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
七
二
O
l
三
0
年
代
の
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ

l
王
園

一
五
六
三
年
の
タ
ウ
ン
グ
l
朝
に
よ
る
征
服
ま
で
、
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
王
園
は
外
部
勢
力
の
干
渉
を
あ
ま
り
受
け
て
は
い
な
か

っ
た
。
タ

イ
文
字
で
書
か
れ
た
年
代
記
に
よ
れ
ば
、
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
王
国
の
創
設
は

一
二
世
紀
に
湖
る
が
、
二

O
世
紀
ま
で
の
歴
史
で
は
ツ

エ
ン
フ

ン
が
中
心
ム
ン
の
役
割
を
果
た
し
て
き
て
お
り
、

ツ
エ
ン
フ
ン
の
ツ
ア
オ
ム
ン
は
盆
地
連
合
の
最
高
統
治
者

(本
論
文
で
は
便
宜
上
園
王
と
呼
ぶ

こ
と
に
す
る
)
の
地
位
を
も
粂
ね
て
い
た。

園
王
は
、
領
民
か
ら
は
上
述
し
た
ツ

ア
オ
フ
ァ
ー

(g耳目白白
)
の
他
に
も
ツ
ア
オ
ペ
ン

デ
イ
ン

(の

2
2
2
Eロ
)
と
も
呼
ば
れ
た
が
、
清
朝
か
ら
は
車
里
宣
慰
使
司
と
稽
さ
れ
て
い
た
。
加
藤
氏
は
、
中
国
勢
力
が
一
人
世
紀
前
宇
に
王
園

の
直
接
統
治
を
企
て
て
い
た
こ
ろ
、

タ
ウ
ン
グ
l
王
朝
は
す
で
に
弱
程
化
し
て
い
た
と
指
摘
し
て
お
り
、
そ
れ
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、

シ
プ
ソ
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ン
パ
ン
ナ
l
王
国
の
歴
史
に
お
い
て
の

一
七
二

O
l
三

0
年
代
と
い
う
の
は
、
中
国
王
朝
の
影
響
力
が
ピ
ル
マ
王
朝
よ
り
強
大
に
な

っ
た
時
期

(ロ
)

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

加
藤
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

一
七
二

0
年
代
以
前
、
ピ
ル
マ
王
朝
は
甚
大
な
る
影
響
を
シ
プ
ソ
ン
パ

ン
ナ
l
王
圏
の
内
部
構
造
に
ま
で
奥
え

て
い
た
。
先
ず
、
氏
は
王
園
の
名
稽
と
し
て
、
シ
プ
ソ
ン
パ

ン
ナ
l

(貢
納
車
位
で
あ
る
パ
ン
ナ
ー
が
十
二
あ
る
意
)
が、

(
日
)

め
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
黙
を
誼
左
と
し
て
提
示
し
て
い

ι。
タ
イ
文
史
料
に
よ
れ
ば
、
パ
ン
ナ
l
は
、
園
王
タ
l
オ

・
イ
ン
ム
ン

一
五
六
九
年
以
降
に
初

(0
2
r
m
Z
E間
在
位
一
五
六
九
l
一
五
九
八
年
)
が
、
妻
で
あ
る
ピ
ル
マ
の
王
女
の
里
婦
り
に
際
し
て
ビ
ル
マ
王

へ
の
貢
ぎ
物
を
徴
牧
す
る
軍

位
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。
貢
納
車
位
と
し
て
十
二
の
パ
ン
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
た
が
、
そ
の
地
理
的
な
分
布
に
は
特
徴
が
あ
り
、
六
パ

ン
ナ
l
が

メ
コ
ン
河
東
岸
に
、
六
パ
ン
ナ
l
が
メ
コ
ン
河
西
岸
に
配
置
さ
れ
た
。
ま
た
、

一
五
八
三
年
に
は
、
園
王
は
ピ
ル

マ
王
か
ら
格
競
を
授
輿
さ
れ

て
い
る
。

699 

さ
ら
に
、
加
藤
氏
は
一
七
世
紀
初
頭
、
ピ
ル
マ
と
の
戦
争
が
原
因
で
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
王
国
が
額
著
な
人
口
減
少
に
見
舞
わ
れ
た
事
責
を
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指
摘
し
て
い
る
。

一
六
一
六
年
、
ビ
ル
マ
が
チ
エ
ン
ト
ウ
ン
王
国
を
攻
撃
し
た
際
、
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
王
園
が
チ
エ
ン
ト
ゥ

ン
の
要
請
に
感

じ
て
出
兵
し
た
行
動
に
針
し
て
、
ピ
ル
マ
は
報
復
と
し
て
、

シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
王
国
に
進
軍
し
て
園
王
や
ム

ン
ツ

ェ
l
の
ツ

ア
オ
ム
ン
及
び

メ
コ
ン
河
西
岸
の
民
を
ア
ヴ
ア
に
連
れ
去

っ
た
が
、
メ
コ
ン
河
西
岸
で
は
一
七
二
八
年
の
時
黙
で
も
土
地
が
荒
廃
し
て
人
力
が
ま
だ
回
復
し
て

(
凶
)

い
な
か
っ
た
。
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
|
王
国
に
と
っ
て
み
れ
ば
、

一
七
二
0
年
代
以
前
は
、
ビ
ル
マ
王
朝
が
中
園
王
朝
よ
り
安
寧
を
脅
か
す
存
在

で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

5
-f

、

f、カ

一
七
二

0
年
代
に
そ
の
紋
況
は
一

回
愛
し
た
。

薙
正
七

(一

七
二
九
)
年
、
都
爾
泰
は
メ
コ
ン
河
東
岸
の
六
パ
ン
ナ
l
、
す
な
わ
ち
ム

ン
ラ
l
(恩
茅
)
、

ム
ン
ヒ
ン

(普
藤
)、

ツ
エ
ン
ト
ン
(
整
董
)、
ム
ン
ウ
l
(
猛
鳥
)
、
六
大
茶
山
、
及
び
ム
ン
ハ
ム
(
撤
榛
域
)
を
直
轄
地
化
し

て
普
海
府
の
管
轄
下
に
置
い
た
と
宣
言
し
た
。
長
谷
川
清
氏
は
、
こ
れ
が
清
朝
に
よ
る
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
王
国
の
内
部
組
織
に
釘
す
る
干
渉

強
化
の
開
始
だ
と
し
て
、
成
盟
元

(一

八
五

二

年
序
刊

『普
湾
府
志
』
な
ど
一
九
世
紀
の
史
料
に
依
嫁
し
な
が
ら
、
清
朝
が
王
朝
の
行
政
に

(
日
)

針
し
て
管
理
を
強
め
た
根
擦
と
し
て
以
下
の
指
摘
を
し
た
。

①
羅
正
七
年
清
朝
は
、
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
王
園
、
直
轄
地
化
さ
れ
た
元
王
国
の
領
土
、
及
び
そ
の
北
部
に
位
置
す
る
近
隣
地
方
の
行
政
を
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強
固
に
す
る
た
め
に
普
湾
府
を
設
置
し
た
。
薙
正
二
二

(一

七
三
五
)
年
、
普
湾
府
の
府
治
が
寧
淘
燃
に
移
締
押
し
て
か
ら
、
寧
海
燃
が
ム

ン
ヒ
ン

(普
藤
)
、

ム
ン
パ

l
ン

(猛
旺
)、
ツ
エ
ン
ト
ン

(整
董
)
、

ム
ン
ウ
l

(猛
鳥
)
、
ム
ン
ウ
l
ヌ

!
(烏
得
)
を
管
轄
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
、
同
年
に
貰
施
し
た
行
政
改
革
で
新
た
に
設
置
し
た
思
茅
同
知
が
、

ツ
エ
ン
フ
ン
(
車
里
)

ム
ン
ラ
l
タ
イ

(六
順
)

イ

パ
ン
(
傍
邦
)、
イ
グ
l

(易
武
)
、

ム
ン
ラ
l
(猛
猟
)
、

ム
ン
ツ
ェ

l
(
猛
遮
)、
ム
ン
ガ

l
ト
(
猛
阿
)、
ム
ン
ロ
ン
(
猛
箆
)
、

ム
ン
ハ
ム

(徹
構
犠
)
の
九
ム
ン
、
及
び
依
楽
土
日
を
管
轄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

②
清
朝
は
、
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
園
王
に
隷
属
す
る
十
三
の
ツ
ア
オ
ム
ン
に
釘
し
て
土
司
官
職
の
位
を
授
輿
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
園
王
で
あ

る
車
里
宣
慰
司
と
し
か
政
治
関
係
を
結
ん
で
い
な
か
っ
た
清
朝
は
、
こ
の
措
置
に
よ

っ
て
王
園
を
構
成
す
る
各
ム
ン
と
直
接
関
係
を
確
保

す
る
に
至
っ
た
。



③
清
朝
は
各
ム
ン
に
封
し
て
秋
糧
米
、
保
丁
銀
、
火
耗
銀
な
ど
直
轄
地
に
準
じ
た
賦
税
負
槍
を
課
し
た
が
、

王
国
全
韓
の
賦
税
の
比
率
配
分

を
見
た
場
合
、

メ
コ
ン
河
東
岸
の
ム
ン
が
メ
コ
ン
河
西
岸
の
ム
ン
よ
り
多
く
負
携
し
て
い
た
。

加
藤
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
内
部
干
渉
が
ツ
エ
ン
フ
ン
園
王
の
政
治
擢
力
の
弱
韓
化
を
招
き
、
ツ
ア
オ
ム

ン
聞
の
闘
争
を
助
長
し
た
と
し
、
な

お
こ
れ
が
メ
コ
ン
河
西
岸
最
強
の
勢
力
で
あ
る
ム
ン
ツ
ェ
!
の
地
位
上
昇
を
引
き
起
こ
し
た
と
論
じ
て
い
る
。
上
記
の
措
置
に
よ

っ
て
、
清
朝

の
官
僚
が
王
園
管
轄
下
の
領
民
に
釘
し
て
直
接
の
統
治
を
賓
施
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
王
圏
全
程
と
各
地
の
ツ
ア
オ
ム
ン
が
清
朝
の
よ

り
き
め
細
か
い
監
視
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
i
王
国
の
直
轄
地
化
を
賓
現
さ
せ
る
た
め
に
中
園
は
二
百
十
絵
年
を
か
け
、ざ
る
を
得
な
か

っ
た
事
賓
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
王
園
が
完
全
に
中
園
の
領
土
に
組
み
込
ま
れ
た
の
は
一

九
五

0
年
代
前
宇
で
あ
っ
た
が
、
第
一

回
目
の
直
轄
地
化
は
、

賓
に
薙
正
七
年
に
お
い
て
試
み
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
二
回
目
は
民
園
二

(一

九

二
ニ
)
年
、
桐
樹
動

(一

八
五
七
i
一
九
二
五
)
が
普
思

沿
遅
行
政
線
局
を
設
置
し
た
時
期
で
あ
る
。
民
圏
政
府
富
局
は
車
里
宣
慰
司
を
廃
止
せ
ず
、
王
国
の
統
治
瞳
制
を
残
し
た
ま
ま
タ
イ
族
の
領
民

に
釘
し
て
直
接
行
政
を
施
そ
う
と
し
た
が
、
こ
の
時
も
成
功
し
な
か
っ
た
。
何
樹
動
が
指
摘
す
る
左
記
の
失
敗
要
因
は
、
第

一
回
目
の
直
轄
地

(
げ
)

化
の
賓
態
を
理
解
す
る
上
に
も
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

(ー)

直
接
統
治
を
賓
施
す
る
た
め
に
は
、
雲
南
省
政
府
に
財
源
が
な
か
っ
た
。

シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
王
園
の
指
導
層
か
ら
領
民
に
至
る
ま
で
中
園
に
服
従
し
な
い
者
が
多
か
っ
た
。

に)(三)

宣
慰
司
及
び
タ
イ
族
の
指
導
屠
は
、
改
土
蹄
流
を
延
期
し
、
英
圏
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
シ
ャ
ン
州
の
チ

ェ
ン
ト
ゥ
ン
王
国
で
賓
施
し
て
い

る
統
治
方
法
の
導
入
を
願
い
出
た
。
そ
れ
は
中
国
の
間
接
の
統
治
を
受
け
な
が
ら
も
、
奮
来
週
り
自
領
地
内
の
行
政
権
を
保
持
す
る
内
容

で
あ
っ
た
。

(四)

王
園
の
各
民
族
集
圏
と
漢
族
の
聞
の
言
語
・
文
化
の
差
異
が
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
中
国
の
官
僚
に
よ
る
直
接
統
治
の
賓
施
を
阻
害
し

701 

て
い
た
。
領
民
は
漢
語
・
漢
文
を
理
解
し
得
ず
、
王
国
の
行
政
文
書
は
タ
イ
・
ル

l
文
字
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
お
り
、
言
語
不
遁
の
た
め
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中
国
の
官
僚
が
行
政
を
賓
行
で
き
な
か
っ
た
。

線
じ
て
言
え
ば
、
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
王
園
の
政
治

・
枇
曾

・
言
語

・
文
化
は
漢
族
と
大
き
く
隔
た
っ
て
お
り
、
ま
た
指
導
層
と
領
民
の
開

の
強
固
な
緋
な
ど
、
そ
の
漢
族
一
枇
舎
と
の
異
質
性
が
中
国
に
よ
る
直
接
統
治
の
導
入
を
困
難
に
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
賓
態
か
ら
、
薙
正
七

年
か
ら
の
百
八
十
四
年
の
聞
に
は
王
園
の
領
民
が
漢
族
の
言
語

・
文
化
を
受
容
し
て
い
な
い
黙
が
判
明
す
る
。
薙
正
七
年
の
直
轄
地
化
は
シ
プ

ソ
ン
パ
ン
ナ
1
王
圏
内
に
お
け
る
ム
ン
勢
力
の
均
衡
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
が
、
領
民
は
民
園
二
年
ま
で
雲
南
漢
族
の
政
治

・
枇
舎
に
同

化
さ
れ
た
形
跡
は
一
切
見
ら
れ
な
い
。

都
爾
泰
が
直
轄
地
化
を
決
定
し
た
理
由

シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
王
国
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
務
正
七
年
の
直
轄
地
化
は
領
土
の
喪
失
に
終
わ
っ
た
。
国
王
は
清
朝
の
兵
力
を
前
に
し
て

那
爾
泰
の
要
求
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
後
述
す
る
如
く
、
潅
正
二

(
一
七
二
四
)
年
と
薙
正
四

(一

七
二
六
)
年
に
、
清
朝
が
王

園
の
北
に
位
置
す
る
近
隣
の
タ
イ
系
民
族
の
政
権
を
直
轄
地
化
し
て
い
る
事
賓
を
考
え
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
流
に
直
面
し
て
外
部

-102-

勢
力
か
ら
の
塵
力
を
無
視
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
王
国
は
致
し
か
た
な
く
、
清
朝
の
指
示
を
歎
っ
て
受
け
入
れ
る
し
か
遁
は
な
か

っ
た
。

雲
南
と
貴
州
の
統
治
を
槍
首
し
た
六
年
(
薙
正
四
年
l
残
正
九
年
)
の
聞
に
、
都
爾
泰
が
最
も
力
を
注
い
だ
の
は
非
漢
族
の
統
治
針
策
で
あ
り
、

(
同
日
)

苗
族

・
努
族
・
タ
イ
族
の
領
土
に
釘
し
て
直
轄
地
化
を
強
行
し
た
と
い
う
賓
績
を
残
し
た
。
都
爾
泰
は
自
身
の
非
漢
族
の
政
権
に
関
す
る
基
本

(

昨

日

)

的
な
考
え
か
た
を
、
直
轄
地
化
の
必
要
を
主
張
す
る
潅
正
四
(
一
七
二
六
)
年
九
月

一
六
日
附
け
の
奏
摺
に
端
的
に
表
現
し
て
い
る
。

ひ

そ

札

制

'
b

秘
か
に
以
え
ら
く
、
苗
担
保
が
兇
を
逗
し
く
す
る
は
皆
土
司
に
由
る
。
土
司
の
蜂
虐
並
べ
て
官
の
法
無
く
、
土
官
土
目
の
名
有
る
を
侍
み
て
、

其
の
相
殺
相
却
の
計
を
行
う
。
漢
民
は
其
の
催
残
を
被
り
、
葬
人
は
そ
の
茶
毒
を
受
く
。

此
れ
遁
彊
の
大
害
に
し
て
、
必
ら
ず
嘗
に
努
除

す
べ
き
も
の
な
り
。

す
な
わ
ち
、
都
爾
泰
は
土
司
が
官
法
に
基
づ
く
こ
と
な
く
恐
意
的
に
領
土
を
管
轄
す
る
た
め
、
非
漢
族
一
吐
舎
が
不
安
定
だ
と
分
析
し
て
お
り
、



そ
れ
が
非
漢
族
の
み
な
ら
ず
、
漢
族
に
も
賓
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
み
て
い
る
。

郭
爾
泰
の
こ
の
よ
う
な
見
方
を
受
け
入
れ
た
清
朝
側
か
ら
す
れ
ば
、
シ
プ
ソ
ン
パ

ン
ナ
l
王
国
へ
の
干
渉
は
そ
も
そ
も
遁
境
地
直
に
お
け
る

一
枇
曾
不
安
が
原
因
で
あ
り
、
治
安
維
持
が
王
国
へ
の
管
理
強
化
に
踏
み
切
る
動
機
で
あ
っ
た
。
郭
爾
泰
は

「
請
設
普
海
銀
疏
」
に
お
い
て
、
メ

(
初
)

コ
ン
東
岸
の
ム
ン
を
直
轄
地
化
し
た
理
由
を
以
下
の
よ
う
に
遮
べ
て
い
る
。

，、
〆
ナ
ー

も

と

と

も

か

ん

と

〈

車
茶
の
十
二
版
納
は
、
原
倶
に
宣
慰
司
の
管
轄
に
隷
す
。
該
土
司
万
金
賀
は
自
ら
以
っ
て
粂
顧
す
る
こ
と
能
わ
ず
、
以
っ
て
属
夷
の

ろ
う
ぜ
き

ま
こ
と

た
す
げ

お
よ

時
評
横
を
致
す
。
擦
り
て
流
官
を
分
設
せ
ん
こ
と
を
請
う
に
、
賓
に
地
方
に
禅
有
り
。
態
そ
思
茅
、
普
藤
、
整
董
、
猛
鳥
、
六
大
茶
山
、

，、
ン
ナ

ー

も

パ
ン
ナ
l

B

お

及
び
椴
梗
瀦
の
六
版
納
を
勝
っ
て
流
に
腸
し
て
管
轄
し
、
其
の
絵
の
江
外
六
版
納
は
侃
宣
慰
司
の
経
管
に
隷
す
べ
し
。

シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
園
王
が
果
た
し
て
清
朝
に
領
地
の

一
部
の
統
治
を
自
稜
的
に
依
頼
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
別
に
し
て
、
こ
の
史

料
は
郭
爾
泰
が
如
何
に
自
分
の
行
動
を
正
首
化
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
明
示
し
て
お
り
、
頗
る
重
要
で
あ
る
。
郡
爾
泰
に
し
て
み
れ
ば
、
シ
プ

ソ
ン
パ
ン
ナ
l
園
王
は
自
己
の
領
地
を
統
治
す
る
能
力
を
有
し
て
い
な
い
た
め
、
治
安
を
回
復
す
る
た
め
に
は
清
朝
に
そ
の
領
地
の

一
部
を
手
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渡
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
郭
爾
泰
は
、
ム
ン
ハ
ム
に
軍
隊
を
率
い
た
雲
南
提
督
の
那
玉
麟
が
奏
摺
に
記
し
た
「
タ
l
オ

・
ギ
ン
パ

オ

か
ん
と
〈

(

幻
)

(
万
金
賀
)
は
賓
在
に
粂
顧
管
理
す
る
こ
と
能
わ
ず
-
と
い
う
言
を
踏
襲
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
園
王
が
「
属
夷
の
臨
時

横
を
致
す
」
状
態
を
阻
止
で
き
な
か

っ
た
貼
が
問
題
の
核
心
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
枇
曾
を
安
定
さ
せ
る
必
要
性
と
い
う
論
理
は
、
国
王
が

自
ら
の
力
で
紛
争
を
解
決
で
き
な
い
領
地
を
、
清
朝
が
直
轄
地
化
す
る
と
い
う
行
震
に
封
し
て
正
富
性
を
付
興
し
て
い
る
。
不
穏
な
動
き
は
最

初
に
茶
山
で
起
こ
り
、
後
に
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
王
国
の
中
の
有
力
な
ム
ン
で
あ
る
ム
ン
ハ
ム

(徹
横
場
)
を
巻
き
込
む
こ
と
に
な

っ
た
。

四

い
わ
ゆ
る
「
ム
ン
ハ
ム

(徽
樟
繍
)

の
叛
乱
」

こ
の
叛
乱
は
、

ム
ン
ハ
ム
管
轄
下
の
茶
山
に
お
い
て
、
茶
葉
を
買
い
附
け
に
き
た
漢
族
に
封
し
て
山
地
民
の
不
満
が
爆
聾
し
た
形
で
開
始
し

703 

た

一
八
世
紀
末
に
書
か
れ
た
檀
奉

(一

七
二
四
|
一
八
O
二

輯

『
渡
海
虞
衡
志
』
は
、
六
茶
山
が
「
周
八
百
里
」
で
あ
る
と
記
し
て
、
そ
の
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(n) 

名
稀
を
依
築
、
革
登
、
傍
邦
、
葬
技
、

蜜
山
市
、
及
び
慢
撒
と
列
奉
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
茶
山
に
は
主
に
チ
ベ
ッ
ト
・
ピ
ル
マ
語
系
の
民
族
集

図
が
居
住
し
て
お
り
、
険
し
い
地
形
の
た
め
タ
イ
族
の
統
治
者
は
盆
地
の
タ
イ
族
ほ
ど
に
は
き
め
細
か
い
行
政
管
理
を
賓
施
で
き
な
か

っ
た
。

し
か
し
タ
イ
族
統
治
者
は
、
こ
れ
ら
の
山
地
民
に
シ
プ
ソ
ン
パ

ン
ナ
l
王
園
の

ツ
ア
オ
ム
ン
と
の
主
従
関
係
を
結
ば
せ
た
形
で
ゆ
る
や
か
な
統

治
を
行

っ
て
い
た
。

促
娩
輯

『濃
雲
歴
年
俸
』
巻

一
二
「
起
世
宗
憲
皇
帝
薙
正
元
年
起
至
十
三
年
」

に
よ
れ
ば
、
叛
乱
の
震
端
は
奔
芝
茶
山
に
居
住
す
る
名
を
麻

み
だ

布
朋
と
い
う
縞
泥

(現
在
の
中
国
の
民
族
議
別
分
類
で
は
恰
尼
族
に
首
た
る
)
の
男
性
が
、
自
分
の
妻
を
淫
し
た
江
西
客
を
殺
害
し
、

そ
の
終
髪
を

切
り
落
と
し
て
他
の
漢
族
商
人
に
釘
す
る
見
せ
し
め
と
し
た
事
件
で
あ

っ
た
。
潅
正
五

(
一
七
二
七
)
年
四
月
六

・
七
日
、
僅
か
二
日
の
聞
に

激
怒
し
た
禽
泥
が
三
八
人
も
の
漢
族
を
殺
裁
し
て
い
る
報
告
か
ら
、
麻
布
朋
の
事
件
は
こ
れ
以
前
に
起
こ

っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
園
王
で
あ

り

一
七
二
四
l
一
七
二
九
年
、
車
里
宣
慰
司
を
骨
兼
任
し
た
タ
l
オ
・
ギ
ン
パ

オ

(万
金
賀
)
は、

ム
ン

ハ
ム
の
ツ

ア
オ
ム

ン
で
あ
る
万
正
彦
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に
叛
乱
の
平
定
を
命
じ
た
が
、

雲
貴
線
督
の
那
爾
泰
は
万
正
彦
の
庭
理
の
仕
方
を
不
快
に
思

っ
た
。
刀
正
彦
は
禽
泥
兇
賊
の
側
に
立

っ
て
、

こ
ん
二
ん

き

「
茶
商
衆
客
、
多
く
重
利
を
以
て
濠
濠
と
し
て
禽
泥
を
削
る

(茶
商
衆
客
、

多
以
重
利
液
凌
削
空
間
泥
。)
」
事
態
が
禽
泥
を
殺
裁
に
駆
り
立
て
た
と

ピ
ャ

万
正
彦
が
汲
遣
し
た
臥
枯
な
ど
は
、
騒
乱
を
平
定
す
る
ど
こ
ろ
か
六
茶
山
の
寓
泥
を
率
い
て
「
イ
パ
ン

(傍
邦
)

婿
護
を
し
た
の
み
な
ら
ず
、

各
棄
を
焚
焼
し
て
各
路
を
堵
塞
」
し
て
賓
態
を
悪
化
さ
せ
た
行
震
に
さ
え
出
た
と
郭
爾
泰
は
奏
摺
に
記
し
て
い
る
。
ま
た
禽
泥
が
清
軍
の
兵
丁

一
七
名
を
殺
害
し
た
知
ら
せ
は
、

王
園
の
指
導
居
に
針
す
る
郡
爾
泰
の
不
信
を
助
長
し
、
樽
れ
を
切
ら
し
た
彼
は

つ
い
に
三
千
の
兵
を
汲
遣
す

(
お
)

る
こ
と
に
し
た
。
寓
泥
の
平
定
は
薙
正
六

(一

七
二
八
)
年
ま
で
か
か
り
、
清
軍
が
ム
ン
ハ
ム
に
進
軍
し
て
、
三
月
四
日
に
逃
亡
中
の
万
正
彦

(

鉛

)

(

幻

)

を
ム
ン
ラ
|
(猛
猟
)
で
掌
捕
し
た
後
、
昆
明
に
護
迭
し
て
麻
布
朋
と
共
に
虚
刑
し
た
。

清
朝
の
官
僚
は
万
正
彦
が
空
間
泥
に
凶
行
を
引
き
起
こ
さ
せ
た
と
主
張
し
た
。
彼
ら
の
申
し
立
て
に
よ
れ
ば
、
刀
正
彦
が
起
こ
し
た
叛
乱
は、

(
お
)

自
分
の
甥
に
嘗
た
る
闘
王
の
タ
|
オ
・
ギ
ン
パ

オ

(刀
金
資
)
か
ら
車
里
宣
慰
司
の
位
を
纂
奪
す
る
と

い
う
壮
大
な
計
重
の

一
部
で
あ

っ
た
。

庭
刑
の
後
、
激
怒
し
た
刀
正
彦
の
奮
領
民
の
中
に
は
武
器
を
手
に
し
て
何
箇
所
か
で
騒
乱
を
起
こ
し
た
者
が
出
現
し
た
。
先
ず
、
彼
ら
は
薙
正



六
(
一
七
二
八
)
年
七
月一

一
一
日
、
大
塔
寺
緬
和
尚
と
共
に
ム
ン
ハ
ム
の
客
民
で
あ
る
抱
癖
子
の
草
房
に
放
火
し
た
。
ま
た
、
同
月
二
四
日
普

あ
だ
う
ち

威
昔
参
終
の
郎
名
揚
は
「
万
正
彦
に
替
わ
り
報
仇
せ
ん
と
聾
言
す
る
(
聾
言
要
替
万
正
彦
報
仇
)
」
数
百
人
の
武
装
し
た
タ
イ
族
の
内
、
数
十
人

を
殺
害
し
、
捉
え
た
一
一
一
人
を
斬
首
し
て
見
せ
し
め
と
し
た
。
不
穏
の
動
き
は
ム

ン
ハ

ム
を
越
え
て
、
八
月

一
一
日
清
軍
が
イ
グ
l

(易
武
)

ピャ
l

ピャ
ー

で
逆
勢
二
、
三
百
を
打
ち
破
り
、
ま
た
、
同
月

一
八
日
千
線
の
燕
鳴
春
は
、
阿
川
護
と
mm
鳴
が
煽
動
し
た
た
め
、
ム
ン
ツ
ェ

l

(猛
遮
)
と
ム

(m)
 

ン
ロ
ン
(
猛
範
)
か
ら
叛
乱
に
加
わ
る
タ
イ
族
が
結
集
し
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
薙
正
七

(
一
七
二
九
)
年一一
一月
、
ム

ン
ハ

ム
の

夷
曾
李
阿
先
な
ど
は
万
正
彦
の
罪
名
が
判
明
し
な
い
こ
と
に
苛
立
ち
、
清
兵
か
ら
愚
弄
さ
れ
た
こ
と
な
ど
も
あ

っ
て
清
軍
の
汎
房
を
焼
い
て
蜂

(
初
)

ム
ン
ハ
ム
の
タ
イ
族
人
口
の
大
部
分
が
南
掌
園
(
ラ
オ
ス
)
な
ど
の
外
地
に
逃
亡
し
た。

起
し
た
。
こ
の

一
連
の
事
件
の
護
生
に
よ
っ
て
、

こ
の
事
態
に
直
面
し
た
雲
南
提
督
の
那
玉
麟
は
武
力
だ
け
で
は
終
始
が
つ
か
な
い
と
悟
り
、
懐
柔
政
策
を
打
ち
出
し
て
逃
亡
し
た
人
口
を
呼

び
戻
す
方
策
を
講
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
都
玉
麟
は
タ
1
オ

・
ギ
ン
パ

オ

(刀
金
賀
)
の
名
春
回
復
を
園
る
た
め
、
先
ず
彼
を
避
難
先
の
ム

ン
ツ

ェ
l

(猛
遮
)
か
ら
ツ

エ
ン
フ
ン

(車
里
)
に
呼
び
戻
し
、
薙
正
七
年
一
二
月
二
日
、
タ
l
オ

・
ギ
ン
パ
オ
に
銀
雨
、
袖
帽
な
ど
を
賞
給
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し
て
叛
乱
に
は
責
任
が
な
い
と
明
言
し
た
。
国
王
に
見
せ
た
清
朝
官
僚
の
支
持
は
功
を
奏
し
て
、
潅
正
七
年

一
月
ま
で
に
男
女
八
千

一
百
齢
人

(
幻
)

(
千
六
百
絵
戸
)
が
す
で
に
新
江
墳

一
帯
か
ら
錆
っ
て
お
り
、

最
終
的
に
那
玉
麟
は
計

一
高
二
千
三
百
絵
戸

(男
女
数
蔦
人
)
を
南
掌
固
か
ら
腸

(

日

記

)

還
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
薙
正
帝
は
こ
の
功
績
を
稀
え
て
彼
を
贋
東
線
督
に
抜
擢
し
た
。

メ
コ
ン
河
西
岸
の
六
パ
ン
ナ
ー
を
直
轄
地
化
す
る
こ
と
な
く
、
賦
税
を
銀
納
す
る

(
お
)

と
い
う
僚
件
の
下
で
、
園
王
に
引
き
績
き
全
十
二
パ
ン
ナ
l
を
統
治
さ
せ
る
こ
と
を
承
認
し
た
。
清
朝
が
こ
の
よ
う
な
政
策
を
決
定
す
る
に
は
、

清
朝
は
ム
ン
ハ
ム
卒
定
を
果
た
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

薙
正
六
(
一
七
二
八
)
年
八
l
一
O
月
に
、

猛
威
を
振
る

っ
た
時
疫

(
コ
レ
ラ
、

赤
痢
或
い
は
愛
疹
チ
フ
ス
)
に
よ
る
死
亡
者
が
多
か

っ
た
こ
と
や
、

(
鈍
)

ム
ン
ハ
ム
で
城
の
建
設
に
汲
遣
し
た
官
吏
と
工
匠
が
ほ
と
ん
ど
全
部
死
亡
し
た
こ
と
な
ど
が
影
響
を
奥
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
結
局
、
清
朝
が

採
用
し
た
政
策
に
は
領
土
擦
張
を
目
的
と
し
た
意
園
は
認
め
に
く
く
、
清
朝
に
と
っ
て
は
い
わ
ゆ
る
薙
正
七
年
の
直
轄
地
化
は
、
賓
際
に
は
名
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え
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。
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五

無
限
の
遺
境
と
御
し
難
い
山
地
民

清
朝
は
何
故
そ
も
そ
も
シ
プ
ソ
ン
パ

ン
ナ
!
王
国
の
内
政
に
干
渉
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
だ
ろ
う
か
?

」
の
設
問
に
答
え
る
た
め
に
、
清

朝
が
タ
イ
族
政
権
に
容
喋
す
る
原
因
は
、
長
期
に
亘
る
山
地
民
に
よ
る
騒
乱
、

い
や
正
確
に
言
、
っ
と
中
国
王
朝
が
動
乱
と
決
め
附
け
た
行
筋
に

あ
っ
た
こ
と
を
こ
こ
で
は
論
詰
し
て
お
く
。
清
朝
が
干
渉
行
動
に
踏
み
切
る
動
機
を
解
明
す
る
に
は
、

一
七
二

0
年
代
以
前
の
五
十
年
間

ιE

る
魯
魁
山
野
賊
と
呼
ば
れ
る
非
漢
族
の
集
聞
に
よ
る
持
績
的
な
無
法
ぶ
り
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
ず
、
以
下
の
二
黙
を
確
認
し
て

お
き
た
い
。

第

一
に
、
落
正
七
年
の
直
轄
地
化
は
、
直
前
に
賓
施
さ
れ
た
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
王
国
の
北
部
に
隣
接
す
る
タ
イ
族
土
司
の
改
土
蹄
流
と
無

関
係
で
は
な
か

っ
た
。
清
朝
は
魯
魁
山
野
賊
と
の
関
連
を
理
由
に
、
薙
正
二

(
一
七
二
四
)
年
に
威
遠
土
州
を
、
落
正
四

(一

七
一一
六
)
年
六
月

に
鎖
玩
府
土
知
府
の
在
来
政
権
を
そ
れ
ぞ
れ
廃
止
し
た
が
、
銭
玩
府
で
は
最
後
の
土
知
府
の
万
品
怖
が
罷
克
さ
れ
た
後
に
、
そ
の
職
を
代
行
し
た

清
朝
の
官
僚
で
あ
る
劉
宏
度

(威
遠
州
同
知
)
の
失
政
や
銀
雨
の
私
的
徴
収
な
ど
が
新
た
な
騒
乱
の
引
き
金
と
な

っ
た
。
薙
正
五

(一

七
二
七
)

年
正
月

一
七
日
深
夜
、
つ
い
に
不
満
を
募
ら
せ
た
非
漢
族
が
街
署
に
放
火
し
て
劉
宏
度
を
殺
害
し
、
税
金
を
、
盗
み
出
し
、
囚
人
を
解
放
し
た
。

こ
の
叛
乱
勢
力
に
は
、
探
舜

(タ
イ
族
)、
簡
泥

(恰
尼
族
)、
裸
黒
(
栓
枯
族
)、
大
頭
担
保
狼
(
舜
族
)
な
ど
多
民
族
が
加
わ

っ
た
が
、
万
如
珍
、

万
廷
貴
、
陶
波
八
ム
、
万
西
明
、
万
西
侯
、
胸
囲
貴
の
六
人
の
首
謀
者
は
す
ぐ
に
掌
捕
さ
れ
慮
刑
さ
れ
た
。
鎖
玩
府
で
は
、
盆
地
住
民
と
山
地
民

が

一
健
と
な

っ
て
、
新
し
く
開
始
し
た
清
朝
の
行
政
に
針
し
て
異
議
を
申
し
立
て
た
黙
が
顛
著
な
特
徴
で
あ
る
。

第
二
に
、
魯
魁
山
野
賊
は
危
機
に
直
面
し
た
際
、

タ
イ
族
の
各
領
地
に
逃
げ
込
み
そ
の
統
治
者
の
保
護
に
頼
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
彼
ら

は
メ
コ
ン
河
東
岸
に
お
い
て
新
卒
か
ら
、
鎮
玩
、
景
谷
を
経
て
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
の
茶
山
に
至
る
ま
で
の
慶
大
な
地
域
に
分
布
す
る
タ
イ
族

の
政
権
と
固
い
緋
を
結
ん
で
い
た
。
魯
魁
山
は
大
理
州
南
部
か
ら
紅
河
川

へ
走
る
哀
牢
山
脈
の

一
部
で
あ
る
が
、
新
卒
燃
の
境
界
に
位
置
す
る

こ
の
山
は

一
六
世
紀
末
か
ら
盗
賊
の
温
床
で
あ

っ
た
。

一
七
世
紀
末
ま
で
魯
魁
山
は
中
国
王
朝
の
遺
境
地
に
嘗
た
り
、
ま
さ
に
王
朝
の
直
轄
地
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と
土
司
管
轄
地
の
狭
間
に
あ
る
山
開
地
帯
で
あ
っ
た
。
康
照
二

O
(
一
六
八

二
年
か
ら
康
照
二
五

(
一
六
八
六
)
年
、
母
一
世
貴
線
督
の
奈
統
楽
が

「
簿
模
第
八
疏
」
の
中
で
魯
魁
山
の
戦
略
上
の
位
置
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

ゃ
ぶ
し
げ

魯
魁
は
高
山
の
中
に
在
り
、
新
、
帽
、
蒙
、
景
、
楚
の
界
に
跨
り
連
な
り
、
綿
E
贋
遠
に
し
て
林
深
く
筈
密
し
。
其
の
内
則
ち
新
卒
、
新

化
、
元
江
、
易
門
、
碍
嘉
、
南
安
、
景
東
一
帯
の
地
方
は
賊
皆
な
入
る
べ
く
、
其
の
外
則
ち
車
里
、
普
、
湾
、
孟
良
、
鎮
況
、
往

(猛
)
緬
、

二
h
H

交
祉
一
帯
の
地
方
は
賊
皆
な
出
づ
ぺ
し
。
故
に
之
を
防
ぐ
は
甚
だ
難
く
、
而
れ
ど
も
之
を
削
制
す
る
も
亦
た
易
か
ら
ざ
る
な
り
。

野
賊
は
魯
魁
山
の
巣
か
ら
そ
の
東
・
西
・
北
に
位
置
す
る
清
朝
の
直
轄
地
を
略
奪
す
る
に
は
地
の
利
が
あ
っ
た
し
、
中
園
王
朝
が
征
伐
を
加

え
よ
う
と
す
れ
ば
、
追
跡
の
難
し
い
非
漢
族
の
領
地
に
逃
亡
す
る
こ
と
も
容
易
で
あ
っ
た
。
中
園
王
朝
に
と

っ
て
は
、
野
賊
が
跡
形
も
な
く
消

え
て
は
ほ
と
ぼ
り
が
冷
め
る
と
再
び
古
巣
に
戻
る
遺
境
地
は
、
制
御
の
困
難
な
果
て
の
な
い
も
の
に
見
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

野
賊
が
遁
境
地
を
巧
み
に
利
用
し
て
中
園
王
朝
か
ら
消
滅
さ
れ
る
こ
と
を
回
避
す
る
パ
タ
ー
ン
は
一
七
世
紀
か
ら
確
認
で
き
る
。
天
魯
四

(
一
六
二
四
)
年
一

O
月
一

O
日
の
上
奏
文
で
は
、
雲
南
巡
撫
の
関
洪
挙
が
天
啓
三
(
一
六
二
三
)
年
末
か
ら
天
啓
四
年
に
か
け
て
、
明
軍
が
如
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何
な
る
方
法
で
魯
魁
山
野
賊
を
平
定
し
た
か
を
報
告
し
て
い
る
。
そ
の
騒
擾
は
、

天
啓
三
年
間
一

O
月
六
日
石
扉
州
賓
秀
街
に
お
い

て
新
卒
豚

か
ら
流
れ
て
き
た
六
百
除
人
の
野
賊
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
に
見
え
る
パ
タ
ー
ン
は
一
七
二

0
年
代
の
朕
況
を
理
解
す
る
た
め
に

(ω) 

重
要
な
の
で
、
少
々
長
い
が
引
用
し
て
お
く
。

も
と

(
H
U
)

新
卒
懸
は
、
故
丁
宜
、
白
改
の
巣
穴
な
り
。
其
の
山
は
架

(深
)
阻
に
し
て
、
其
の
夷
は
狩
獲
、

其
の
俗
は
擦
殺
を
以
て
生
涯
と
矯
す
。

し
ぼ
し

r

天
、
化
外
の
男
一
世
界
を
生
ず
る
が
若
し
。
首
向
暦
十
九
年
大
兵
剃
洗
の
後
よ
り
、
際
治
を
開
設
し
て
馨
龍
に
就
く
。
然
れ
ど
も
屡
!
附
き

屡
叛
く
。
指
を
屈
す
る
に
三
十
年
間
に
兵
を
用
い
る
者
五
た
び
に
し
て
、
今
に
至
り
て
六
た
び
な
り
。
臣
等
、

天
啓
二
年
十
二
月
入
境
す

あ

つ

か

る
に
方
た
り
て
噛
峨
一
帯
の
夷
秦
は
ま
さ
に
其
の
毒
を
被
ら
ん
と
す
る
に
、
臣
等、

該
懸
の
土
官
様
崇
功
を
震
わ
し
て
省
城
よ
り
兵
を
統

う
&
J

べ
て
蹄
救
せ
し
む
れ
ど
も
、
賊
は
遮
去
し
、
復
た
石
扉
界
の
中
に
流
入
す
。
賓
秀
、
念
を
告
げ
、
文
該
州
の
土
官
龍
在
田
を
総
わ
し
て
曲

靖
よ
り
兵
を
統
べ
て
蹄
救
せ
し
む
も
、
又
遮
去
す
。
を
に
於
い
て
、
志
を
昭
一
峨
石
扉
に
得
ざ
れ
ば
、
耽
耽
の
虎
、
嶋
を
負
ひ
て
ほ
正
ま
ま
に
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す
。
新
卒
、
新
化
並
に
警
を
以
て
来
聞
し
、
臣
等
、
賊
気
炎
炎
と
し
て
撲
た
ざ
る
を
容
ざ
る
を
以
て
、
故
に
漢
土
よ
り
数
千
を
集
め
、
遊

し
ょ
〈

撃
李
恩
忠
、
通
判
曹
育
俊
に
撤
し
て
属
す
る
に
剃
慮
の
事
を
以
て
す
。
賊
、
官
兵
の
来
た
る
を
聞
く
や
、
元
江
、
者
集
の
賊
は
相
率
い
て

お
の
お

の

や

ぷ

お

そ

江
を
渡
り
、
二
新
の
賊
は
各
避
匿
し
て
筈
に
入
る
。
我
が
兵
、
其
の
聞
を
以

っ
て
賊
の
備
え
ざ
る
を
掩
い
、
倖
斬
す
る
所
の
も
の
亦
た

す
〈

も

は

か

は
か

百
十
人
。
是
の
時
に
晶
画
た
り
、
我
が
軍
撃
や
や
張
ん
に
し
て
、
賊
の
勢
い
や
や
畳
め
り
。
使
し
能
く
利
を
度
り
、
便
を
規
り
、
兵
と
す
べ

き
は
之
を
兵
と
せ
ば
、
亦
た
招
せ
ず
し
て
之
を
下
し
、
則
ち
底
分
す
る
所
有
り
て
、
反
側
す
る
も
の
自
ら
帖
わ
ん
。
乃
ち
計
は
此
れ
を
出

か

ゆ

た

だ

ち

で
ず
。
侃
た
ま
小
捷
を
得
た
る
に
し
て
、
痛
か
ら
ず
療
か
ら
ず
。
師
を
引
き
て
親
に
還
り
、
再
奉
を
煩
わ
さ
ん
こ
と
を
致
す
は
、
此
れ
亦

た
曹
育
俊
、
李
恩
忠
の
過
ち
な
り
。

臣
等
、
士
馬
を
添
集
す
る
に
及
び
、
遊
撃
劉
崇
穫
を
以
て
統
べ
、
副
使
胡
其
憧
を
以
て
監
し
て
、
剃
撫
の
方
暑
を
以
て
授
け
、

之
れ
と
輿

に
約
す
ら
く
、
剣
は
必
ず
や
根
を
刻
ら
ん
、
撫
は
、
必
ず
や
革
心
せ
し
め
ん
、

一
了
百
了
に
務
め
、
役
は
再
た
び
籍
り
ず
。
是
に
非
ざ
れ
ば
、

札
制

兵
は
撤
を
き守
つ
を
得
ず
。
聞
し
て
遁
将
果
一
一
領
署
し
、
凡
そ
百
の
日
に
し
て
厭
の
役
竣
わ
る
。
修
蹴
は
三
百
に
満
た
ざ
る
と
難
も
、
然

た
に

れ
ど
も
樹
に
投
績
せ
る
者
、
墾
に
掲
崎
市
せ
る
者
、
江
魚
の
腹
に
葬
ら
る
る
者
、
索
緊
藷
諸
に
し
て
此
の
数
に
在
ら
ず
。
其
の
鼠
匿
の
遊
魂、

お

の

お

の

み

は

り

た

び

又
悉
く
招
き
致
し
て
之
を
安
描
す
。
其
の
盤
錯
の
険
岳
、
又
各
哨
を
置
き
て
分
轄
し
て
犬
牙
を
以
て
之
を
制
す
。
此
の
番
徹
底
料
理
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の
後
、
或
い
は
数
十
年
事
無
か
る
べ
し
。

こ
の
上
奏
文
は
、
以
下
の
二
つ
の
理
由
で
後
の
歴
史
の
参
考
に
な
る
賓
態
を
傍
え
て
い
る
。
第

一
に
、
高
暦

一
九

(一

五
九

ご

年
に
新
建

さ
れ
た
新
卒
鯨
で
行
政
を
開
始
し
て
か
ら
、
平
均
し
て
五
年
に
一
回
と
い
う
割
合
で
叛
乱
が
頻
接
し
た
た
め
、
明
王
朝
は
漢
族
を
中
心
と
し
た

(
必
)

秩
序
を
維
持
し
得、
ず
、
魯
魁
山
野
賊
の
進
入
を
防
止
す
る
た
め
に
十
二
哨
を
設
置
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
賓
態
が
こ
こ
か
ら
窺
え
る
。
第
二
に、

上
記
の
騒
擾
に
は
、

の
ち
に
清
朝
と
山
地
民
の
リ
ー
ダ
ー
と
の
聞
に
瑳
生
し
た
の
と
同
様
な
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
パ

タ
ー
ン
に
つ

い

て
少
し
詳
し
く
説
明
し
て
お
こ
う
。
明
軍
が
帽
峨
に
い
た
野
賊
を
討
伐
に
赴
い
た
時
、
野
賊
は
即
座
に
石
扉
州
に
逃
亡
し
、
明
軍
が
や
っ
と
追

い
つ
い
た
ら
野
賊
は
さ
ら
に
新
卒
と
新
化
へ
と
撤
退
し
た
。
ま
た
、
野
賊
は
昭
峨
と
石
界
州
か
ら
元
江
を
渡
り
、
新
卒
と
新
化
に
分
か
れ
て
山
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表康照10(1671)年一薙正 2(1724)年魯魁山野賊の活動

年 月 野賊の活動

康!照10(1671)年10月 勅昂(別名楊宗周)は三百絵の野賊を率いて楚雄府南安州

郭三郎村などを略奪する(1)

康照11(1672)年とその後 呉三桂政権は楊宗周を守備に任命し，また新卒と新化の忠

順営副将に任命してその頭目普篤善，方従化及び李伶義は

都司とした (2)

康照20(1681)年12月 i青軍が雲南に進入した際，野賊は大いに略奪をしたが， i青

軍が雲南城に到着すると楊宗周，普矯善，方従化，李倫義

は投誠して清朝の官僚に印舗を皇徹した。清朝はすぐに楊

宗周を新卒と新化の土副将に任命して，普篤善などを土都

司に任命した (3)

康照26(1687)年12月 雲貴線、督111承勅は官吏をi辰遣して野賊の四頭目を招撫し，

楊宗周を土l採丞に任命，また普矯善，方従化及び李向義を

それぞれ土巡検に任命した (4)

康照29(1690)年10月 李倫義が土夷数人を誘集して強奪・略奪を繰り返したが，

康照30(1691)年 1月清朝に掌捕された李尚義が自殺した後，

清朝は李氏が世襲職として任命を受けた新卒蘇陽武塙土巡

検を廃止して直轄地化した (5)

康照38(1699)年10月 夷賊李萱場と倭泥老三は，景東府札箆・邦馬二村泰で保境

銭を取り立てた (6)

薙正 1(1723)年10月11日 方景明や普有才などが衆を集めて，宿怨のあった舜族頭目

の施和f苛が避難していた元江府械を包園した。防御に窮し

た副将呉開析が施手日向及びその家属三百産会人を域外に追い

出して，施和向とその家属は方景明や普有才などに残殺さ

れたり，その捕虜となったりした。後に方景明は清朝の招

撫に感じたが，普有才は逃亡した (7)

薙正 2(1724)年 普有才が葬族を集めて再び車里宣尉司所属の茶山を略奪し

た。j青靭は普有才の妻を掌捕したが，普有才を捉えること

ができ なかった (8)

出典・

(1) 康照30(1691)年 『雲南通志』巻29纂文3，事耳銃祭「簿1異第八疏Jと{見続輯 ri轟雲歴年俸j巻

11。
(2) 康黒30(1691)年 f雲南通志j巻29義文3，著書銃袋「務滋第八疏J。
(3) 康照30(1691)年『雲南通志J巻29義文3，務統楽「簿操第八疏J。
(4) 1JG娩輯 ri長雲歴年傍』 巻11と康照30(1691)年『雲南通志j巻29婆文 3，活承動「土葬蹄誠懇

請授職疏」による。
(5) 促娩輯 ri晶雲歴年俸j巻11。
(6) 侭娩輯 ri虞雲歴年俸j巻110

(7) 侃娩輯町長雲歴年侍』巻12。

(8) r宮中檎姦正朝奏摺』第 2輯， 497-499頁。侃娩輯 n葺雲歴年俸』巻12。
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野
へ
逃
走
す
る
と
い
う
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。
明
王
朝
が
野
賊
を
根
絶
で
き
な
か

っ
た
の
は
、
①
野
賊
が
い
つ
も
避
難
先
を
用
意
し
て
い
た
、

②
明
箪
が
引
き
上
げ
た
後
に
古
巣
に
戻
る
こ
と
が
で
き
た
、
か
ら
で
あ
る
。
後
述
す
る
如
く
、
同
じ
パ
タ
ー
ン
が

一
七
二

0
年
代
に
も
出
現
す

る
表
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、

一
六
七

0
年
代
か
ら

一
七
二
0
年
代
ま
で
の
問
、
魯
魁
山
野
賊
に
含
ま
れ
る
諸
集
聞
が
絶
え
ず
騒
乱
を
起
こ
し
て

い
た
。
康
照

(
一
六
七
二
)
年
、
清
朝
が
舜
族
の
頭
目
楊
宗
周
、
普
矯
善
、
方
従
化
、
及
び
李
向
義
に
土
司
の
官
職
を
授
輿
し
た
そ
も
そ

も
の
理
由
は
、
前
年
に
枇
曾
不
安
を
引
き
起
こ
し
た
こ
の
頭
目
四
人
に
封
し
て
名
目
上
に
し
ろ
、
支
配
穫
を
及
ぼ
そ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。
康
配
二
二
(
一
六
七
三
)
年
、
雲
南
の
行
政
権
を
一
手
に
握
っ
て
い
た
呉
三
桂

(
一
六
一
一
丁
一
六
七
八
)
は
、
清
朝
に
反
旗
を
翻
し

た
が
、
頭
目
四
人
は
呉
三
桂
政
権
の
下
で
も
そ
の
土
司
官
職
を
保
持
し
て
い
た
。
康
照
二
O
(
一
六
人

一
)
年
、
清
朝
が
雲
南
を
奪
回
し
た
時
、

頭
呂
田
人
は
す
ぐ
に
印
笥
を
返
還
し
た
が
、
清
朝
は
従
来
の
土
司
官
職
を
再
琵
給
し
た
。
ま
た
、
康
照
二
六

(
一
六
八
七
)
年
一

一一
月
に
至
り
、

雲
貴
線
督
の
沼
承
動
は
楊
宗
周
を
土
牒
丞
に
任
命
し
、
普
篤
善
、
方
従
化
、
及
び
李
向
義
を
土
巡
検
に
任
命
し
た
形
で
彼
ら
の
官
職
を
認
可
し

て
い
る
。

ハU

五
十
年
間
以
上
に
亘
り
、
野
賊
が
活
動
を
繕
績
し
得
た
要
因
は
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
野
賊
は
中
国
王
朝
権
力
の
嬰
更
に
臨
応
じ
て
服
従

を
表
明
し
直
す
と
い
う
、
土
司
制
度
を
巧
み
に
利
用
し
た
黙
が

一
つ

の
要
因
と
し
て
奉
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

違
法
な
手
段
で
は
あ

っ
て
も
、
野

賊
が
自
己
の
経
済
基
盤
を
堅
持
し
て
い
た
と
い
う
要
因
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
康
照
三

O
(一
六
九

ご

年
、
李
山
川
義
が
行
な

っ
た
強

奪

・
略
奪
が
土
司
職
の
取
り
消
し
虚
分
を
招
致
し
た
事
例
(
表
)
か
ら
、
野
賊
が
暴
力
で
地
方
住
民
か
ら
金
品
を
強
要
す
る
行
震
は
清
朝
の
取

り
締
ま
り
の
針
象
と
な
り
、
危
険
に
満
ち
た
所
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
次
に
、
野
賊
の
活
動
を
明
示
す
る
史
料
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

一
六
八

0
年
代
初
期
、
雲
一
貴
線
督
の
察
銃
後
は
、
魯
魁
山
野
賊
が
雲
南
全
省
の
安
寧
を
脅
か
す
も
の
で
あ
る
と
明
言
し
た
。
察
統
楽
に
よ
れ

ば
、
呉
三
桂
政
権
は
毎
年
皮
盛
銀
量
を
納
入
す
る
代
わ
り
に
土
司
官
職
を
授
輿
さ
れ
た
野
賊
に
賦
課
金
を
徴
収
す
る
絵
地
を
奥
え
て
い
た
。
奈

は
野
賊
の
活
動
を
左
記
の
よ
う
に
描
寓
し
た
。



ゆ
る

賊
の
四
出
を
縦
し
、
村
ご
と
に
一
木
刻
を
給
し
て
、
保
頭
銀
十
数
雨
、
二
、
三
十
雨
等
し
か
ら
ざ
る
を
振
定
し
、
猪
、
羊
、
鶏
、
酒
は
索

や

や

お

よ

こ
の

取
す
る
に
厭
か
ず
、
精
遂
げ
ざ
る
と
こ
ろ
有
ら
ば
、
劫
殺
之
に
随
う
。
是
に
於
い
て
流
離
の
民
、
聾
び
野
賊
に
相
い
近
し
き
民
、

幾
ん
で

ゆ
る

賊
に
附
し
て
盗
を
矯
す
。
八
年
の
久
し
き
に
、
亡
命
を
招
集
す
る
こ
と
愈
い
よ
多
く
、
全
濃
各
府
州
豚
の
村
荘
、
そ
の
索
保
を
聴
す
者
、

十
に
入
、
九
な
り
。

野
賊
が
察
銃
条
の
い
う
ほ
ど
雲
南
各
府
州
懸
か
ら
賦
課
金
を
強
要
し
た
か
ど
う
か
を
傍
誼
す
る
史
料
は
な
い
が
、
呉
三
桂
政
権
と
の
関
係
に

よ
り
地
方
住
民
か
ら
徴
税
す
る
自
由
を
得
て
い
た
と
野
賊
が
理
解
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
野
賊
は
康
照
二

O
年
一
二
月
に
清
朝
が
従

来
の
土
司
官
職
を
認
可
し
た
た
め
、

一
七
二

0
年
代
ま
で
彼
ら
は
自
分
の
活
動
範
圏
内
で
住
民
か
ら
賦
課
金
を
徴
収
し
て
も
構
わ
な
い
と
想
定

し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
清
朝
の
官
僚
は
、
こ
れ
ら
葬
族
の
頭
目
を
一
種
の
貧
欲
な
土
豪
と
見
て
お
り
、
ま
た
彼
ら
の
経
済
活
動
を
保
頭
銀
の

取
り
立
て
と
表
現
し
て
い
る
が
、
事
賓
上
こ
れ
は
山
地
民
の
首
長
が
自
己
の
政
治
慢
を
維
持
し
た
手
段
で
あ
っ
た
と
見
た
ほ
う
が
安
嘗
だ
と
考

自
己
防
衛
の
た
め
野
賊
は
、
清
朝
以
外
に
も
魯
魁
山
以
南
に
居
住
す
る
非
漢
族
の
有
力
者
と
も
密
接
な
閥
係
を
築
き
上
げ
て
い

っ
た
。
潅
正

え
ら
れ
る
。

二

(
一
七
二
四
)
年
四
月
一
九
日
附
け
の
奏
摺
の
中
で
、
雲
貴
線
督
の
高
其
俸
は

一
六
人

0
年
代
以
来
、
清
朝
が
野
賊
を
掌
捕
し
得
な
か
っ

た

原
因
の
一
つ
は
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
と
分
析
し
て
い
る
。

め
ぐ

哀
牢
一
山
、
各
州
燃
の
昔
汎
、
其
の
三
面
を
環
り
、
其
の
西
南
一
面
の
み
、
則
ち
威
遠
土
州
、
銭
一沈
土
府
及
び
車
里
宣
慰
司
の
地
に
係
り
、

而
し
て
威
遠
は
尤
も
衝
要
に
嘗
た
る
。
賊
人
事
無
き
の
時
、
土
司
及
び
其
の
子
弟
頭
人
と
皆
な
婚
姻
を
結
び
、
或
い
は
奔
し
て
父
子
と
矯

り
、
或
い
は
盟
い
て
兄
弟
と
矯
り
、

一
た
び
事
有
る
を
経
て
官
兵
三
面
よ
り
進
攻
せ
ば
、
賊
は
即
ち
土
司
の
一
面
よ
り
赴
出
し
、
土
司
は

即
ち
護
庇
戴
匿
を
行
い
、
或
い
は
境
外
煙
痘
の
地
に
縦
出
で
て
、
官
兵
を
し
て
以
て
前
往
し
て
査
捕
し
難
か
ら
し
め
ん
。
督
撫
も
亦
た

往
々
に
し
て
暖
日
持
久
を
以
て
し
、
庭
分
に
干
る
を
恐
れ
て
姑
く
克
罪
を
以
て
招
安
し
、
且
つ
目
前
の
局
を
了
す
。
而
し
て
此
の
輩
は
此

金の

の
一
招
を
借
り
て
復
た
内
地
に
蹄
り
て
の
お
前
の
ご
と
く
民
を
害
す
。
皆
な
前
よ
り
肯
え
て
直
窮
到
底
せ
ざ
る
に
因
り
、
是
を
以
て
わ
ざ
配

711 
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の
こ

を
胎
し
て
今
に
至
る
。

高
其
俸
は
野
賊
の
違
法
活
動
を
支
え
る
要
因
と
し
て
、

ハ門
地
形
、
口
タ
イ
族
の
土
司
と
の
通
婚
及
び
臼
官
僚
に
よ
る
恩
赦
、
と
い
う
三
貼
を

指
摘
し
て
い
る
。
野
賊
は
、
清
朝
の
手
が
伸
び
な
い
現
在
の
ミ
ャ
ン

マ
ー
や
ラ
オ
ス
地
域
へ
の
脱
出
ル
1

ト
沿
線
上
に
位
置
す
る
タ
イ
族
政
権

の
要
人
と
婚
姻
関
係
や
擬
制
の
親
族
関
係
を
結
び
、

タ
イ
族
土
司
は
逃
亡
す
る
野
賊
を
逮
捕
し
な
い
た
め
、
清
朝
は
事
態
を
牧
拾
す
る
た
め
仕

方
な
く
克
罪
慮
分
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
同
奏
摺
の
中
で
吉
岡
其
停
は
、
薙
正
元
(
一
七
二
一二
)
年
の
魯
魁
山
野
賊
に
よ
る
騒
乱
の
時
、

清
朝
が
金
子
摘
す
る
命
令
を
出
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
威
遠
土
州
、
鎮
玩
府
土
知
府
、
及
、ぴ
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
1
園
王
(
車
里
宣
慰
司
)
が
そ

れ
を
無
税
し
て
、
逃
亡
中
の
野
賊
を
し
て
「
境
内
に
在
り
て
行
走
す
る

を

任

」

に

さ
せ
て
い
る
事
賓
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
威

(

川
町
)

遠
士
知
州
万
光
燥
(
ム
ン
ウ
ォ
!
の
首
長
)
が
父
子
関
係
を
結
ん
だ
普
有
才
と
い
う
野
賊
の
頭
目
を
賓
際
に
隠
匿
し
た
と
報
告
し
て
い
る
。
こ
の

か
ど廉

で
威
遠
土
州
(
ム
ン
ウ
ォ
l
)
は
薙
正
二
年
直
轄
地
化
さ
れ
て
威
遠
直
隷
腐
と
な
り
、
万
光
燦
は
流
刑
と
な

っ
て
江
西
に
追
放
さ
れ
た
。

薙
正
元
年
、
施
和
尚
の
殺
害

(表
)
が
護
端
と
な
っ
て
勃
殻
し
た
騒
乱
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
そ
の
南
に
黙
在
す
る
タ
イ
族
政
権
に
深
刻
な

。ノ“

影
響
を
及
ぼ
し
た
。
タ
イ
族
政
権
の
要
人
が
魯
魁
山
野
賊
と
折
り
合
い
を
つ
け
て
い
る
事
態
は
、
清
朝
に
こ
の
無
限
に
贋
が
る
謹
境
地
に
釘
し

て
管
理
を
強
化
す
る
、
必
要
性
を
知
ら
し
め
た
と
言
え
よ
う
。
都
爾
泰
が
雲
南
に
赴
任
す
る
以
前
に
、

タ
イ
族
政
権
に
釘
す
る
間
接
統
治
政
策
の

中
で
治
安
維
持
と
い
う
問
題
が
す
で
に
清
朝
官
僚
の
注
目
の
焦
貼
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ーム.ノ、

漢
族
商
人
・
清
朝
官
吏
と
貨
幣
経
済

漢
族
商
人
と
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
系
民
族
と
の
聞
の
取
り
引
き
が
、
山
地
に
お
け
る
爾
者
聞
の
不
和
を
引
き
起
こ
し
た
。
茶
、
盟
な
ど
中
園

連
し
た
如
く
、

の
全
園
市
場
で
販
貰
で
き
る
商
品
を
捜
し
求
め
て
い
た
漢
族
は
、
山
地
民
の
風
俗
習
慣
と
相
容
れ
な
い
市
場
経
済
の
慣
習
を
持
ち
込
ん
だ
。

前

こ
ん

こ

ん

き

ム
ン
ハ
ム
の
ツ
ア
オ
ム
ン
万
正
彦
は
、
「
茶
商
衆
客
多
く
重
利
を
以
て
譲
渡
と
し
て
禽
泥
を
阿
る
」
(
「茶
商
衆
客
多
以
重
利
濠
液

削
寓
泥
」
)
と
い
う
表
現
で
、
薙
正
五
年
四
月
六
日
七
日
に
護
生
し
た
寓
泥
に
よ
る
殺
裁
は
漢
族
商
人
の
高
利
貸
し
に
起
因
し
て
い
る
と
清
朝
側



(
日
明

)

に
報
告
し
て
い
る
。

一
七
二

0
年
代
ま
で
は
、
茶
山
に
寄
留
す
る
漢
族
が
行
な
う
商
品
の
販
買
や
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
は
、
軍
な
る
物
々
交
換
の

範
園
を
超
越
し
て
い
た
と
見
て
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
薙
正
七
年
シ
プ
ソ
ン
パ

ン
ナ
l
王
園
の
直
轄
地
化
の
遠
因
と
も
な

っ
た
寓
泥

に
よ
る
殺
教
事
件
は
、
こ
の
取
り
引
き
が
も
た
ら
し
た
切
迫
し
た
緊
張
の
度
合
い
を
反
映
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

禽
泥
が
僅
か
二
日
の
聞
に
、
女
性
一
人
を
含
む
三
八
人
の
漢
族
を
虐
殺
し
た
こ
と
は
漢
族
の
寄
留
者
に
釣
す
る
根
深
い
不
卒
が
募
っ
て

い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
那
爾
泰
の
嘉
正
五
年
一
一
月
一

一
日
附
け
の
奏
摺
に
翠
げ
ら
れ
た
被
害
者
三
八
人
の
う
ち
、

一
五
人
は
姓
名
が
確
認
で

き
る
が
、
そ
れ
は
空
間
泥
が
漢
族
の
被
害
者
の
多
く
と
顔
見
知
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
被
害
者
の

一
部
に
つ
い
て
は
そ
の
出
身
地

も
判
明
し
て
お
り
、
七
人
は
雲
南
か
ら、

ま
た
七
人
は
湖
贋
か
ら
、
さ
ら
に
二
人
は
江
西
か
ら
来
て
い
た
。
被
害
者
の
一
人
で
あ
る
李
崇
文
は

銅
匠
と
し
て
列
島
宇
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
漢
族
は
茶
葉
を
買
い
附
け
る
商
人
の
み
な
ら
ず
、
サ
ー
ビ
ス
を
責
る
職
人
も
訪
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
こ
の
デ
l
タ
か
ら
一
七
二

0
年
代
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
漢
族
の
成
人
男
子
が
茶
山
に
来
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
ま
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た
簡
泥
が
抱
く
不
満
は
、
彼
ら
が
馬
追
い
(
超
馬
的
)
の
雲
南
池
西
出
身
の
王
姓
を
殺
害
し
た
後
に
、
馬
一

一匹
、
茶
一
一
欧
及
び
鞍

一
一
個
を

(
幻
)

盗
ん
だ
略
奪
行
矯
に
も
窺
え
る
。
高
利
貸
し
に
封
す
る
恨
み
は
、
寓
泥
が
出
合

っ
た
漢
族
を
手
嘗
た
り
次
第
に
殺
害
し
た
ほ
ど
深
か
っ
た
。

救
済
策
と
し
て
、
薙
正
七
年
郭
爾
泰
は
、
思
茅
に
線
茶
庖
を
設
置
し
て
思
茅
逼
判
の
管
轄
下
に
置
い
た
と
偲
娩
が
『
濃
雲
歴
年
俸
』
巻

一
一一

(
必
)

の
中
で
記
し
て
い
る
。
線
茶
店
の
設
置
が
山
地
民
に
封
し
て
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い

て
は
同
史
料
で
左
記
の
よ
う
に
-記
し
て
い
る。

お

の

お

の

あ

き
な

六
大
山
茶
を
産
し
、
向
に
商
民
彼
の
地
に
在
り
て
坐
放
収
穫
し
て
、
各
普
湾
に
販
い
、
税
課
を
上
納
し
て
鱒
行
す
る
に
係
り
、
由
来
久

お

し
き
な
り
。
固
定
に
至
り
商
民
盤
剥
し
て
事
を
生
こ
す
を
以
て、

議
し
て
線
茶
店
を
設
け
て
以
て
其
の
利
権
を
龍
〔
聾
〕
せ
ん
と
す
。
是
に

た
て
ま
つ

も

於
い
て
遁
判
朱
繍
は
議
を
上
り
、
新
奮
の
商
民
を
終

っ
て
悉
く
駆
逐
を
行
い
、
逗
遇
し
て
復
た
入
る
者
は
倶
に
柳
責
押
回
す
。
其
の
茶、

ひ
そ

茶
戸
を
し
て
数
を
蓋
く
し
て
線
庖
に
運
び
至
り
て
債
値
を
領
給
せ
し
む
。
私
か
に
相
買
貰
す
る
者
は
之
を
罪
す
。

稽
査
巌
密
な
れ
ば
、
民

す
く

甚
だ
堪
え
難
し
。
又
商
販
は
先
債
後
茶
に
し
て
、
通
融
し
て
済
い
を
得
る
。
官
民
の
交
易
は
、
緩
急
通
ぜ
ず
。

且
つ
茶
山
の
思
茅
に
於
け

と

ど

と

う

る
や
、
数
十
里
よ
り
千
絵
里
止
ま
ら
ざ
る
に
至
り
、
近
き
者
は
且
つ
交
牧
守
候
の
苦
有
り
て
、
人
役
の
使
費
も
繁
多
な
り
。
載
を
軽
く
し
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て
秤
を
重
く
す
る
こ
と
も
又
克
れ
難
き
所
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
百
勧
の
債
、
中
ナ
ば
を
得
る
の
み
。
若
し
夫
の
遠
戸
、
月
を
経
て
往
来
せ

ば
、
加
え
る
に
前
の
如
き
弊
孔
を
以
て
し
、
能
く
空
手
に
て
蹄
ら
ざ
ら
ん
や
。
小
民
は
生
生
の
計
、
只
だ
此
の
茶
有
る
の
み
に
て、

以
て

り

そ
く

資
と
鴛
ら
ざ
れ
ば
、
又
以
て
累
と
矯
ら
ん
。
何
ぞ
況
ん
や
文
官
は
之
を
責
む
に
貢
茶
を
以
て
し
、
武
官
は
之
を
挟
む
に
生
息
を
以
て
す
る

を
や
。
則
ち
其
の
根
を
載
り
、
其
の
山
を
緒
た
ら
し
む
る
は
、

是
も
亦
た
事
の
如
何
と
も
す
べ
か
ら
ざ
る
者
よ
り
出
づ
れ
ば
な
り
。

清
朝
が
導
入
し
た
茶
貿
易
の
専
貰
制
度
は
明
ら
か
に
チ
ベ
ッ
ト
・

ピ
ル
マ
系
民
族
の
不
許
を
買
っ
て
い
た
。
こ
の
専
貰
制
度
は
彼
ら
を
漢
族

商
人
の
搾
取
か
ら
解
放
は
し
た
も
の
の
、
思
茅
ま
で
茶
葉
を
運
搬
す
る
な
ど
の
新
し
い
負
櫓
を
課
し
、
ま
た
官
吏
の
不
嘗
な
要
求
が
加
わ
っ
た

た
め
、
山
地
民
が
茶
葉
の
販
貰
か
ら
利
盆
を
得
ら
れ
な
く
な
り
、

栽
培
を
取
り
や
め
た
。
山
地
民
が
茶
樹
の
「
根
を
載
り
、
其
の
山
を
柑
た
ら

し
」
め
た
と
あ
る
の
は
、
薙
正

一
O
(
一
七
一一一一一)年
間
五
月
か
ら
務
正

一
一
一
(
一
七
三
四
)
年
六
月
ま
で
の
二
年
間
に
百
一
り
、
普
海
府
思
茅
の

茶
山
か
ら
新
卒

・
元
江
と
い
う
庚
汎
な
地
域
の
山
地
民
に
よ
る
騒
乱
に
お
い
て
琵
生
し
た
反
抗
行
震
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
薙
正
一
一

(一

七
三
三
)
年
三
月
ま
で
に、

清
軍
が
三
千
六
百
絵
人
の
賊
を
斬
首
・

掌
捕
し
、
葬
民
の
男
女
四
禽
二
千
六
百
齢
人
を
招
復
し
た
と
い
っ
た

数
字
か
ら
こ
の
騒
乱
の
規
模
の
大
き
さ
が
窺
い
知
れ
る
。
依
築
の
茶
山
で
は
禽
泥
、

苦
恵
及
び
蒲
壁
が
騒
乱
に
参
加
し
た
が
、
首
謀
者
の
万
興

園
が
死
亡
し
た
後
、
山
地
民
は
茶
樹
を
伐
採
し
て
盟
井
を
埋
め
て
、

清
朝
に
釘
す
る
嫌
悪
感
を
露
わ
に
し
た
。
こ
の
よ
う
な
敵
釘
行
矯
は
、

山

A
U
T
 

地
民
の
聞
に
は
清
朝
が
導
入
し
た
茶
取
り
引
き
制
度
に
釘
し
て
不
満
が
庚
が
っ
て
い
た
こ
と
を
誼
明
し
て
い
る
。

(
日
)

線
茶
庖
と
い
う
名
稀
は
、
悦
院
の

『浦
町
雲
歴
年
俸
』
以
外
の
史
料
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
が
、
清
朝
の
文
武
官
に
よ
る
苛
酷
な
要
求
が
山
地

民
の
生
活
を
塵
迫
し
て
い
た
事

4

賓
は
傍
誼
し
得
る。

こ
の
事
賓
は
、

上
記
の
姦
正
一

O
年
か
ら
羅
正
二

一年
ま
で
績
い
た
騒
乱
を
鎮
座
し
た
後
、

善
後
策
と
し
て
雲
貴
康
西
線
督
の
矛
縫
善
(
満
洲
鍍
黄
旗
人
)
が
、

濃
南
の
統
治
を
強
固
さ
せ
る
た
め
に
執
筆
し
た
「
簿
酌
普
思
元
新
善
後
事

宜
疏
」
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
中
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
「
官
員
の
私
茶
販
貰
、
兵
役
の
入
山
し
て
擾
累
を
い
た
す
の
弊
は、

宜
し
く
巌
に
底
分
を
定
む
べ
き
な
り

(
官
員
販
貰
私
茶
、
兵
役
入
山
援
累
之
弊
、
{
且
殿
{
疋
底
分
也
)
」
と
い
う
一
項
目
に
は
左
記
の
よ
う
に
自記
し
て
あ

{
臼
)

る
。



思
茅
の
茶
山
地
方
は
癖
簿
に
し
て
、
米
穀
を
産
せ
ず
。
夷
人
窮
苦
し
、
惟
だ
茶
葉
に
籍
り
て
養
生
す
る
の
み
。
い
か
ん
せ
ん
、
文
武
各
員

っ
か

ぎ

や

〈

た

い

み

だ

毎
歳
二
、

三
月
の
問
、
即
ち
兵
役
を
差
わ
し
て
入
山
採
取
せ
し
め
、
意
に
任
せ
て
作
践
し
て
短
債
強
買
せ
し
め
て
四
慮
に
販
貰
し
、
濫
り

む
さ
ぼ

り

ま

と

に
人
夫
を
沿
途
の
運
迭
に
祇
わ
し
む
。
是
れ
小
民
養
命
の
源
、
寛
に
官
員
兵
役
の
射
利
の
薮
と
成
り
、

夷
民
は
甚
だ
篤
に
累
を
受
く
。

前、

あ
き
な

陸
任
せ
る
督
臣
郭
爾
泰
の
題
明
を
経
て
兵
役
に
禁
止
し
て
、
入
山
を
許
さ
ず
。
臣
等
、
又
た
官
の
私
茶
を
販
う
を
終
っ
て
巌
し
く
査
禁
を

行
い
、
但
だ
虚
分
を
巌
定
せ
ず
ん
ば
、
弊
累
を
永
除
す
る
能
は
ず
。

こ
の
史
料
か
ら
は
潅
正
年
聞
に
お
い
て
、
川
文
武
官
が
私
的
な
茶
交
易
を
行
な

っ
て
お
り
、
山
地
民
の
生
活
の
頼
み
の
綱
で
あ
る
茶
葉
は
彼

ら
が
利
盆
を
狙
い
取
る
釘
象
(
射
利
之
薮
)
と
な
っ
て
お
り
、
凶
官
吏
が
汲
遣
し
た
兵
役

(兵
士
)
が
山
地
民
か
ら
不
正
な
手
段
で
茶
葉
を
入
手

し
て
、
山
地
民
に
釘
し
て
運
搬
の
雑
役
を
課
し
て
い
る
事
態
が
判
明
し
て
い
る
。
毎
年
二
、
三
月
に
文
武
官
に
よ

っ
て
茶
山
に
汲
遣
さ
れ
た
兵

役
が
使
用
す
る
不
正
な
手
段
は
、
茶
山
の
住
民
を
「
作
践
(
虐
待
こ
し
て
茶
葉
を
む
り
や
り
に
低
債
格
で
買
い
取
る

(「
短
債
強
買
」
)
こ
と
を

者
ノ
縫
善
は
文
武
官
の
私
茶
の
販
買
を
取
り
締
ま
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
に
し
た
。

含
ん
で
い
る
。
以
前
、
都
爾
泰
は
兵
役
の
入
山
を
禁
止
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
功
を
奏
せ
ず
、
山
地
民
が
な
お
不
満
を
募
ら
せ
て
い
る
た
め
、

茶
の
取
り
引
き
に
つ
い
て
手
縫
善
は
、
漢
族
商
人

(商
民
)
に
全
く
言
及
せ
ず
、
専
ら

「
官
員
の
私
茶
販
貰
」
及
び
「
兵
役
の
入
山
し
て
擾

累
を
い
た
す
」
行
潟
が
弊
害
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
議
論
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
『
模
雲
歴
年
俸
』
に
掲
載
さ
れ
た
線
茶
庖
の
よ
う

な
専
責
制
度
の
存
在
が
護
み
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
行
の
制
度
は
官
に
よ
る
茶
の
公
的
販
貰
で
あ
り
、
「
簿
酌
普
思
元
新
善
後
事
宜
疏
」
で

者
ノ
繕
善
は
、
官
員
が
そ
の
制
度
を
悪
用
し
て
私
的
な
茶
葉
販
買
を
し
て
い
る
と
い
う
査
ん
だ
側
面
に
手
直
し
を
入
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
私

的
な
販
賓
が
禁
止
さ
れ
れ
ば
、
官
吏
は
個
人
的
な
利
益
を
得
る
た
め
、
山
地
民
に
針
し
て
不
正
な
手
段
を
用
い
て
茶
葉
の
買
い
附
け
は
行
わ
な

く
な
る
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
薙
正
末
年
ま
で
清
朝
が
茶
の
専
責
制
度
を
賓
施
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

上
記
の
よ
う
な
茶
の
専
貰
制
度
が
何
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
か
に
開
す
る
記
事
は
見
嘗
た
ら
な
い
が
、
ヰ
ア
繕
善
が
記
し
た
「
郭
爾
泰
の
題
明
を
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経
て
兵
役
に
禁
止
し
、
入
山
を
許
さ
ず
」
と
い
う
表
現
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
清
朝
が
山
地
民
の
不
満
を
解
消
す
る
た
め
に
茶
交
易
の
統
制
に
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乗
り
出
し
た
蓋
然
性
の
高
い
時
期
と
し
て
、
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
王
国
が
直
轄
地
化
さ
れ
た
嘉
正
七
年
の
前
後
を
翠
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
潅

正
六
年
に
勃
昨
役
し
た

「
ム
ン
ハ
ム

の
叛
乱
」
に
至
る
ま
で
は
、
茶
交
易
は
茶
山
を
訪
れ
た
漢
族
商
人
に
よ

っ
て
賓
施
さ
れ
て
い
た
が
、
万
正
彦

が
上
告
し
た
よ
う
に
商
人
に
よ
る
高
利
貸
し
が
山
地
民
を
苦
境
に
陥
れ
た
。
『
渡
雲
歴
年
俸
』
か
ら
の
引
用
文
の
冒
頭
に
あ
る
「
坐
放
牧
琵
」

は
こ
の
よ
う
な
行
篤
を
指
し
て
い
る
。
「
坐
放
収
琵
」
と
は
、
漢
族
商
人
が
山
地
民
に
封
し
て
先
に
金
銭
や
商
品
を
手
渡
し
牧
穫
後
に
茶
葉
を

収
集
す
る
前
貸
し
制
度
を
指
し
て
い
る
が
、
利
率
が
異
常
に
高
く
、
高
利
貸
し
に
な

っ
て
い
た
。
同
史
料
の
、

「是
に
至
り
商
民
盤
剥
し
て
事

ふ

を
生
こ
す
を
以
て
、
議
し
て
線
茶
庖
を
設
き
て
以
て
其
の
利
権
を
龍
[
聾
]
せ
ん
と
す
」
は
、
商
人
に
よ
る
収
奪

(
盤
剥
)
が
山
地
民
を
騒
乱
へ

と
駆
り
立
て
た
た
め
、
清
朝
が
茶
交
易
に
規
制
を
加
え
た
貼
を
侍
え
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
嘉
正
七
年
導
入
説
は
か
な
り
信
恵
性
を
有
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

檀
奉
(
一
七
二
四
l
一八
O
ニ

輯
『
渡
海
虞
衡
志
』
巻

一
て
「
志
草
木
」
は
「
山
に
入
り
て
茶
を
作
る
者
数
十
寓
人
に
し
て
、
茶
客
は
各

つ
ね

み

(
臼

)

慮
よ
り
牧
買
し
、
毎
に
路
に
盈
つ
。
大
銭
糧
と
謂
う
べ
き
な
り
」
(
「
入
山
作
茶
者
数
十
湾
人
、
茶
客
収
買
於
各
慮
、

毎
盈
路
。
可
剖
聞
大
銭
糧
牟
〈

0

」)
と

停
え
て
お
り
、

一
八
世
紀
末
に
茶
山
に
寄
留
す
る
漢
族
人
口
が
か
な
り
増
加
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
茶
の
専
貰
制
度

(綿
茶
庖
)
は
そ
れ
ま
で

に
廃
止
さ
れ
た
と
判
断
で
き
よ
う
。

一
九
世
紀
で
は
漢
族
商
人
が
茶
の
生
産
を
よ
り
強
く
管
理
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

二
O

世
紀
前
半
で
は
茶
葉
の
加
工
は
漢
族
の
舎一
枇
が
タ
イ
族
貴
族
と
協
力
し
な
が
ら
行
な

っ
た
。
メ
コ
ン
河
西
岸
の
茶
生
産
の
中
心
で
あ

っ
た
ム
ン

ハ
l
イ

(猛
海
)
で
は
、
漢
族
の
舎
一
祉
が
タ
イ
族
の
平
民
か
ら
賃
貸
し
た
土
地
を
又
貸
し
し
て
小
作
人
に
茶
樹
を
栽
培
さ
せ
た
。
ま
た
、
舎
一
枇

は
ム
ン
の
統
治
機
構
か
ら
官
職
を
授
輿
さ
れ
た
山
地
民
の
頭
目
を
仲
買
人
と
し
て
焼
畑
農
耕
民
か
ら
茶
葉
を
入
手
し
て
い
た
。
メ
コ
ン
河
東
岸

(

白
川

)

の
主
要
な
茶
産
地
で
あ
る
イ
グ
l
(
易
武
)
で
は
、
漢
族
の
舎
一祉
の
経
営
者
は
タ
イ
族
貴
族
と
の
婚
姻
を
通
じ
て
土
地
を
利
用
し
て
い
た
。
し

か
し

一
七
二
0
・
=一

0
年
代
に
お
い
て
漢
族
商
人
は
、

二

O
世
紀
ほ
ど
堅
固
た
る
足
場
を
築
き
上
げ
て
い
な
か

っ
た
。
そ
の
時
代
に
お
い
て
、

漢
族
商
人
が
茶
の
栽
培
地
を
保
有
し
た
と
惇
え
る
首
時
の
史
料
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
活
動
は
山
地
民
の
家
屋
に
宿
泊
し
、
茶
農
に
前
貸
し
を

し
て
茶
葉
の
生
長
を
監
視
し
な
が
ら
茶
山
を
巡
回
す
る
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



文
化
人
類
撃
者
は
、
経
済
交
換
が
枇
曾
慣
習
と
不
可
分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
嘗
時
の
禽
泥
な
ど
の
枇
舎
に
お
い
て
如
何
な
る
交
換
慣

習
が
あ
っ
た
か
は
知
る
由
も
な
い
が
、
禽
泥
は
漢
族
が
賓
施
す
る
交
易
取
り
引
き
と
は
だ
い
ぶ
異
な
る
経
済
交
換
を
行
な
っ
て
い
た
と
見
て
差

し
支
え
な
か
ろ
う
。
茶
葉
交
易
は
確
か
に
禽
泥
な
ど
の
山
地
民
を
中
園
の
市
場
経
済
に
引
き
込
み
始
め
た
が
、
潅
正
五

(
一
七
二
七
)
年
四
月

六
・
七
日
の
殺
裁
事
件
は
禽
泥
と
漢
族
が
未
だ
に
経
済
交
換
の
手
段
、
特
に
貨
幣
の
意
味
に
つ
い
て
共
通
の
理
解
に
達
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と

を
明
示
し
て
い
る
。
ギ
エ

ッ
シ

ユ
氏
は
、

一
八
世
紀
の
北
米
に
お
い
て
土
着
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
入
植
し
た
欧
州
人
の
異
な
る
民
族
や
文
化
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
合
え
る
ミ
ド
ル
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
(
中
開
地
)
が
形
成
さ
れ
た
と
す
る
リ
チ
ャ

l
ド

・
ホ
ワ
イ
ト
氏
の
拳
説
を

(
日
)

一
八
世
紀
の
雲
南
・
ビ
ル
マ
遺
境
地
に
お
い
て
市
場
が
ミ
ド
ル
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
論
じ
て
い
る。

し

回
訓
u
v
e

」、

困

uv
t
v

引
き
な
が
ら
、

か
し
、
本
稿
で
考
察
し
た
茶
山
の
事
例
は
、

た
と
え
ミ
ド
ル

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
い
う
も
の
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
漢
族
商
人
が
山
地

民
の
孤
立
し
た
祉
舎
に
分
け
入
っ
て
交
易
を
し
た
場
合
は
容
易
に
形
成
さ
れ
な
い
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
禽
泥
が
漢
族
の
経
済
交
換

も
窺
え
る
。
山
地
民
と
漢
族
商
人
の
聞
に
殻
生
し
た
経
済
取
り
引
き
を
め
ぐ
る
衝
突
は
、

タ
イ
族
政
権
を
揺
る
が
す
ほ
ど
の
影
響
を
及
ぼ
す
場

勾

f

方
式
に
順
嬢
し
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、
清
朝
と
の
武
力
闘
争
に
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
王
国
の
統
治
者
を
巻
き
込
む
結
果
を
招
致
し
た
事
責
か
ら

合
が
あ
っ
た
。

タ
イ
族
統
治
者
が
領
民
で
あ
る
山
地
民
の
利
盆
を
代
掃
す
る
現
象
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

嘉
正
五
年
、
刀
正
彦
(
ム
ン
ハ
ム
の
ツ
ア
オ
ム
ン
)
が
、
郡
爾
泰
に
封
し
て
漢
族
商
人
の
高
利
貸
し
活
動
が
禽
泥
を
殺
裁
に
騒
り
立
て
た
と
鰭
護

を
し
て
い
る
事
例
は
す
で
に
述
べ
た
。
ま
た
、
羅
正
一

O
(
一
七
三
二
)
年
閏
五
月
に
思
茅
城
の
包
固
か
ら
開
始
し
た
大
騒
乱
は
、
首
謀
者
の

茶
山
に
お
い
て
清
朝
が
統
治
を
強
化
す
る
中
で
、

刀
輿
園
が
配
下
の
山
地
民
の
利
盆
の
た
め
に
振
る
っ
た
熱
婦
を
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
清
朝
官
僚
の
釘
懸
に
端
を
殻
し
た
と
記
録
す
る
史
料
が
あ

る
。
万
興
園
は
思
茅
版
目
の
万
猛
品
の
息
子
で
、
タ
イ
族
の
貴
族
で
あ
っ
た
が
、
薙
正
五
年
に
起
き
た
ム
ン
ハ
ム
(
徴
機
場
)
の
叛
乱
の
際
、

(
日
岬
)

清
軍
に
協
力
し
た
功
績
に
よ
っ
て
土
把
線
の
官
職
を
奥
え
ら
れ
た
。
『
浪
雲
歴
年
俸
』
巻
一
こ
に
は
、
今
ま
で
の
山
地
民
に
釣
す
る
征
数

(税
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の
取
立
て
)
に
協
力
的
で
あ
っ
た
万
興
園
は
、
普
海
府
知
府
の
修
世
蔭

(
蔭
)
(
漠
箪
正
藍
旗
人
|
潅
正
七
年
か
ら
薙
正

一
O
年
ま
で
在
任
)
が
茶
山
に
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入

っ
て
税
を
徴
収
し
よ
う
と
し
た
際
、
「
克
冠
頓
首
し
て
」
修
世
蔭
に
封
し
て
山
地
民
の
疲
弊
し
た
様
子
を
申
し
上
げ
て
、
取
立
て
の
延
期
を

(
幻
)

左
記
の
よ
う
に
訴
え
た
と
あ
る
。

と

〈

智

ょ

う

す

で

つ

う

総
督
の
風
行
革
優
に
よ
り
、
民
力
己
に
掲
き
て
、
未
だ
連
な
り
て
後
車
を
奉
く
る
能
わ
ざ
る
に
似
た
り
。
請
う
之
れ
を
明
年
に
待
た
ん
こ

う

し

ぶ

た

と
を
。
夷
人
、
例
と
し
て
児
女
を
貰
り
鷲
ぐ
を
肯
ぜ
ず
、
茶
も
又
た
官
に
錫
し
、
借
貸
の
路
絶
え
り
。
惟
だ
特
牛
国
家
を
以
て
貢
献
の
地

と
篤
す
の
み
な
り。

修
世
蔭
は
こ
の
進
言
を
無
-嘱
し
、
即
座
に
万
興
国
を
追
い
出
し
、
官
吏
も
彼
を
侮
辱
し
て
、
暴
力
を
振
る
っ
た
た
め
、

万
輿
園
は

「
乃
ち
大

ぬ

々
に

い
に
怒
り
、
其
の
補
服

(櫨
服
)
を
概
ぎ
て
日
く
、
死
ぬ
の
み
。
烏
を
か
此
れ
を
用
い
て
篤
さ
ん
や
」
と
捨
て
蓋
詞
を
蔑
し
て
「
衆
に
競
し
て

ち
か盟

え
り
」
と
同
史
料
は
記
し
て
い
る
。
奏
摺
に
は
こ
の
事
件
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
が
、

万
輿
園
が
「
項
下
之
人
」
(一

報
告
に
よ
れ
ば
小
作
人

(佃
戸
乙

で
あ
る
苦
恵

(
投
枯
の
支
系
)
を
率
い
て
思
茅
城
を
包
囲
し
た
こ
と
か
ら
、
タ
イ
族
統
治
者
と
山
地
領
民
の
親
密
な
関
係
が
窺
え
る
。

苦
恵
は
思
茅
所
属
の
蟹
繍
河
煽
娼
洞
に
い
た
緬
信
を
神
仙
と
拝
ん
で
い
た
が
、
万
興
園
が
こ
れ
ら
の
苦
恵
と
契
り
を
結
ん
で
決
起
し
た
と
の
見

解
も
あ
る
。
タ
イ
族
統
治
者
は
も
と
も
と
山
地
領
民
と
主
従
関
係
に
あ
り
、
そ
の
代
縛
者
を
務
め
る
こ
と
は
義
務
で
あ
っ
た
が
、
清
朝
の
官
僚

-118一

が
そ
の
言
い
分
を
無
視
し
た
態
度
が
途
方
に
暮
れ
た
領
民
を
、
反
旗
を
翻
す
方
向

へ
と
一
層
進
ま
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
七
二
0
・三
0
年
代
に
お
い
て
清
朝
が
賓
施
し
た
統
治
強
化
政
策
は
、
山
地
民
の
茶
交
易
か
ら
得
る
利
盆

を
減
少
さ
せ
た
の
み
な
ら
ず
、
漢
族
の
経
済
活
動
も
促
進
す
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
と
思
わ
れ
る
。
嘗
時
、
茶
の
交
易
は
文
武
官
の
買
い
附
け

長
期
的
な
観
黙
か
ら
み
れ
ば
、

に
頼

っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
後
に
進
出
す
る
漢
族
商
人
の
た
め
に
下
地
を
築
い
た
と
思
わ
れ
る
。
マ
ラ
リ
ア
や
停
染
病
の
横
行
も
理
由
の

一
つ

で
あ
っ
た
が
、
漢
族
の
商
人
は
、

二
O
世
紀
前
半
ま
で
王
国
経
済
基
盤
の
中
心
で
あ

っ
た
タ
イ
族
階
層
枇
舎
を
律
す
る
主
従
関
係
が
最
も
堅
固

に
な

っ
て
い
る
盆
地

へ
の
進
出
に
あ
ま
り
意
欲
を
顕
示
せ
ず
、
む
し
ろ
王
穫
の
弱
い
王
国
の
周
縁
で
あ
る
茶
山
に
活
動
を
展
開
し
た
。
そ
こ
で

の
漢
族
に
よ
る
経
済
活
動
に
拍
車
を
か
け
、
十
八
世
紀
末
ま
で
に
漢
族
の
人
口
増
加
を
可
能
に
し
た
最
大
の
要
因
は
清
朝
の
茶
山
へ
の
統
治
強

化
や
中
国
法
律
の
適
用
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
歴
史
家
は
タ
イ
族
政
権
の
維
持
に
は
周
縁
の
山
地
が
ど
れ
ほ
ど
重
要
で
あ
っ
た
か
を
見
過



ご
し
て
き
た
が
、
潅
正
七
年
の
直
轄
地
化
の
事
例
は
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
王
圏
全
韓
の
安
寧
の
た
め
に
山
地
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
明

示
し
て
い
る
。
山
地
で
の
騒
乱
は
、
創
建
さ
れ
た
ば
か
り
の
普
淘
府
に
王
園
の
周
縁
の

一
部
が
組
み
込
ま
れ
る
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
だ

け
で
は
な
く
、
危
う
く
清
朝
に
王
園
の
中
心
を
な
す
六
パ

ン
ナ
ー
を
も
割
譲
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
清
朝
の
文
武
官
や
漢
族
商
人
と
山
地
民

の
接
鯛
は
、
周
縁
か
ら
緩
慢
に
王
園
を
崩
壊
さ
せ
る
過
程
を
起
動
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

結

吾ι
自問

長
谷
川
氏
と
加
藤
氏
の
研
究
で
は
、
薙
正
七
年
の
直
轄
地
化
は
清
朝
が
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
i
王
固
に
準
出
す
る
行
矯
の
一
環
と
し
て
描
官
局
さ

れ
て
い
る
。
爾
氏
は
こ
の
事
件
の
員
の
原
因
を
分
析
せ
ず
、
清
朝
が
王
国
に
釘
す
る
管
理
強
化
を
も
た
ら
し
た
黙
を
強
調
し
て
い
る
。
シ
プ
ソ

ン
パ
ン
ナ
l
王
閣
の
奮
領
地
は
、
現
在
、
西
讐
版
納
タ
イ
族
自
治
州
と
し
て
中
華
人
民
共
和
国
の
領
土
内
に
組
み
込
ま
れ
た
現
賓
か
ら
、
そ
こ

は
そ
も
そ
も
中
園
の
一
部
と
な
る
運
命
に
な

っ
て
い
た
た
め
、
薙
正
七
年
の
清
朝
に
よ
る
干
渉
は
直
轄
地
化
へ
の
第

一
段
階
と
仮
定
す
る
こ
と

も
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
如
く
、
清
朝
に
よ
る
干
渉
の
具
躍
的
な
原
因
を
考
察
す
れ
ば
、
異
な
っ
た
歴
史
像
が
明
確

に
な
る
。
先
ず
、
清
朝
が
シ
プ
ソ
ン
パ

ン
ナ
l
王
国
の
山
地
に
お
け
る
無
法
な
統
治
を
除
去
し
て
治
安
を
維
持
す
る
た
め
に
干
渉
の
手
を
伸
ば

し
た
パ
タ
ー
ン
に
注
目
し
た
い
。

一
七
二

0
年
代
に
お
い
て
清
朝
は
、

タ
イ
族
統
治
者
が
漢
族
と
山
地
民
の
聞
に
護
生
し
た
紛
争
を
ど
の
よ
う

に
慮
理
し
た
か
を
監
親
し
て
、
失
政
と
見
倣
し
た
行
震
に
針
し
て
す
ぐ
に
慮
置
を
取
っ
た
。
清
朝
の
進
出
の
原
動
力
は
、
領
土
披
張
主
義
と
い

っ
た
務
め
用
意
さ
れ
た
壮
大
な
計
董
で
は
な
く
、
む
し
ろ
雲
南
省
に
安
定
的
な
統
治
基
盤
を
設
置
す
る
意
欲
に
起
因
し
て
い
る
。

薙
正
帝
は
、
雲
南
遺
境
地
の
治
安
維
持
に
封
す
る
新
し
い
構
想
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
中
国
王
朝
権
力
は
、

一
六
世
紀
末
以
来
濁
自

の
方
式
で
山
地
を
統
治
し
て
き
た
魯
魁
山
野
賊
や
新
卒
燃
の
土
司
が
私
的
に
徴
牧
す
る
保
頭
銀
な
ど
の
無
法
ぶ
り
を
歎
認
し
て
き
た
が
、
落
正

帝
の
治
世
に
な
る
と
そ
の
よ
う
な
名
目
的
な
服
従
は
突
然
容
認
さ
れ
な
く
な
り
、
取
締
り
の
封
象
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
雲
南
に
汲
遣
さ
れ
た
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高
級
官
僚
が
遺
境
地
匿
の
安
定
を
確
保
す
る
た
め
に
そ
の
根
絶
を
園
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
土
司
に
任
命
さ
れ
た
タ
イ
族
の
統
治
者
に
釣
し
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て
も
中
園
の
法
律
や
王
朝
の
命
令
へ
の
遵
守
を
徹
底
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
従
わ
な
い
土
司
に
封
し
て
直
轄
地
化
を
強
行
す
る
措
置
を
辞
さ
な

タ
イ
族
の
土
司
に
釘
し
て
で
き
る
だ
け
直
轄
地
と
同
様
な
統
治
原
理
を
強
要
し
、
行
政
制
度
上
少
し
で
も

中
囲
内
地
と
の
格
差
を
な
く
す
る
意
園
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
地
一吐
舎
と
内
地
枇
舎
の
隔
絶
が
あ
ま
り
に
も
大
き
い
た
め
シ

か

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
措
置
に
は
、

プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
王
国
の

一
部
で
あ
る
メ

コ
ン
河
東
岸
六
パ
ン
ナ
ー
で
の
直
轄
地
化
さ
え
も
完
成
し
得
ず
、
王
国
全
慢
の
直
轄
地
化
が

一
九
五

0
年
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
事
賓
を
考
慮
に
入
れ
ば
、
羅
正
七
年
の
措
置
に
は
そ
も
そ
も
成
功
の
見
込
み
が
薄
か

っ
た
と
き
守
え
よ
う
。

そ
の
失
敗
は
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
王
固
に
強
靭
な
政
治

・
枇
舎
組
織
が
存
在
し
た
た
め
、
清
朝
の
直
接
統
治
を
導
入
す
る
素
地
が
そ
も
そ
も
な

か
っ
た
と
い
う
現
地
の
賓
肢
に
封
す
る
、
都
爾
泰
な
ど
落
正
年
聞
の
官
僚
の
認
識
不
足
に
由
来
す
る
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
郭

爾
泰
は
王
闘
の
現
賓
を
充
分
に
調
査
せ
ず
、
非
漢
族
に
は
直
轄
地
と
同
様
な
統
治
原
理
が
導
入
可
能
と
い
う
普
遍
論
理
を
掲
げ
て
、
直
轄
地
化

を
断
固
強
行
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
海
正
七
年
の
直
轄
地
化
は
、
綿
密
な
下
調
べ
に
よ
っ
て
練
り
上
げ

結
果
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
し
て
も
、
薙
正
七
年
の
直
轄
地
化
の
試
行
は
シ
プ
ソ
ン
パ

ン
ナ
l
王
固
に
と

っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も

っ
た

-120一

た
計
董
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
時
の
は
ず
み
で
安
易
に
賓
行
し
た
性
質
の
措
置
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

で
あ
ろ
う
か
。
長
谷
川
氏
と
加
藤
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
長
期
的
に
見
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
外
部
か
ら
の
匪
力
は
園
王
の
政
治
権
力
の
弱
韓

化
を
招
き
、

ツ
ア
オ
ム
ン
聞
の
闘
争
を
助
長
し
た
側
面
は
確
か
に
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
こ
こ
で
は
従
来
注
目
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
王
国
と
山

地
民
と
い
う
内
部
関
係
に

つ
い
て
三
駄
を
確
認
し
て
お
き
た

い
。

付
潅
正
七
年
の
直
轄
地
化
は
、
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
王
国
所
属
の
山
地
民
が
引
き
起
こ
し
た
叛
乱
が
琵
端
で
あ
っ

た
。

口
山
地
民
を
叛
乱
へ
と
駆
り
立
た
て
た
の
は
茶
交
易
に
お
け
る
不
利
盆
で
あ

っ
た
。
最
初
は
漢
族
商
人
の
高
利
貸
し
だ

っ
た
が
、
後
に
清
朝

官
吏
に
よ
る
不
嘗
な
茶
葉
取
引
行
矯
や
強
制
運
搬
の
強
要
が
山
地
民
の
生
計
を
塵
迫
さ
せ
て
い
た
。

一
七
二

0
・
三

0
年
代
に
お
い

て
、

茶
交
易
に
お
け
る
漢
族
商
人
と
官
吏
の
活
動
を
通
じ
て
貨
幣
経
済
が
茶
山
に
浸
透
し
始
め
た
。

臼
王
国
の
タ
イ
族
統
治
者
に
は
山
地
民
を
巧
み
に
操
縦
し
て
速
や
か
に
騒
乱
を
治
め
る
能
力
が
依
け
て
い
る
、

と
見
倣
し
た
こ
と
に
よ

っ
て



清
朝
は
介
入
に
踏
み
切
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
清
朝
が
干
渉
に
乗
り
出
す
原
因
は
タ
イ
族
政
権
の
内
部
要
因
に
婦
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
か
ら
、
山
地
民
は
内
部
か
ら
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
王
園
の
存
亡
を
左
右
す
る
存
在
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
タ
イ
族
統
治
者
の

山
地
民
に
封
す
る
失
政
は
領
土
喪
失
を
招
き
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
タ
イ
族
の
政
権
は
盆
地
住
民
を
把
握
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
こ
の
事
例
で
検
誼
し
た
よ
う
に
、

山
地
民
は
そ
の
政
権
の
運
営

・
保
全
の
た
め
に
重
要
で
あ
っ
た
。
通
常
、
王
国
の

の
文
武
官
が
引
き
起
v

」
し
た
新
た
な
問
題
に
直
面
し
た
際
、

中
で
は
諸
事
件
は
主
従
関
係
の
中
で
解
決
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
が
、
臼
で
指
摘
し
た
よ
う
に
薙
正
年
聞
に
お
い
て
漢
族
商
人
と
清
朝

タ
イ
族
統
治
者
は
清
朝
に
封
し
て
山
地
民
の
代
静
者
と
し
て
も
有
数
に
機
能
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
山
地
民
に
し
て
見
れ
ば
、
清
箪
の
王
国
領
民
に
封
す
る
攻
撃

・
殺
害
を
防
止
で
き
な
か
っ
た
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
園

王
は
、

タ
イ
族
統
治
者
が
領
民
を
外
敵
か
ら
守
護
す
る
と
い
う
不
文
律
の
協
定
を
破
っ
た
も
の
と
解
得
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
1
王
国
の
管
轄
下
に
残
っ
た
山
地
で
あ
っ
て
も
、
普
淘
府
に
割
譲
さ
せ
ら
れ
た
山
地
で
あ
っ
て
も
、
清
朝
の
干
渉
は

山
地
民
の
タ
イ
族
統
治
者
に
封
す
る
緋
を
弱
程
化
さ
せ
る
方
向
へ
と
向
か
わ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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詰左
記
の
史
料
の
略
稀
を
用
い
る
。

『宮
中
槍
薙
正
朝
奏
摺
』
一日放
{
呂
博
物
院
編
三
二
輯
、
『
宮
中
棺
薙
正
朝

奏
摺
』
故
宮
博
物
院
刊
、
一
九
七
七
l
一
九
八

O
年
刊
。

(
l
)

例
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
研
究
成
果
が
暴
げ
ら
れ
る
。
〈
O
F
2

。
『
釦
『

O耳
目
}ハ
予

定

日り

O『円。
円山

H
N
2
2己
0
5
0ロ
円
。

2
H
6
2
mロ
∞

5
2
0ユ
F1

0門口、
H，
rど
広
口
ι
ロ
ロ
ロ
ロ
岡
子
。
。
白
ユ
可
切
回
ロ
伺

F
o
r
Hu
o
コoι
J
~
O
NE-活
AH目

。」「忌魚
川
h
S
ヨ
h
w
E
Q
R
H
〈

o
-
c
EO
∞
吋
"
日U
R
Z
H
h
w
M
W
H
U甲
山
Y
司
自
u

h
F

一Y∞
少
の
日
U
2
0
5
3
n
y
hah〉

P
A
O
Z
3
斗
}
弓

Oロ
m
.
ω
02
色

。
百
口
問
。
。

=
ω
D
E円
F
3
2
の
F
5
5
開

R
J
7
h
a
o
Hロ
H
Js
c
o
p

コS
I
E
g
e-u
叫

Jb偽

ePR
3
A
久
、
山
句N
S
匂
R
N2

8
守

口

o

y

m，

S円
g
q
N
o
o
--若
田
吋
l
z
u加
藤
久
美
子
『
盆
地
世
界
の
園
家

論
|
|雲
南
、
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
の
タ
イ
族
史
』
(
京
都
大
拳
撃

術
出
版
曾
、
二

O
O
O年
)
曹
の

}5印
E
ロ
ロ
自
主
夕

食叶
宮
司

05
中

門戸
O口
0『
叶
白
戸
可

o
t
t
oM
切
包
宅
。
。
ロ
門
7
0
Hω§
白
口仏

Hmyr
の。

=
Zコ
巾
印

J「
Z
H
N
o
F
D『
斗

onz
o
一om
H
E-
叶

S
E
r
-
-
日
常
』
h
s
2
3
A
¥
H
r

p三
回
切
N
S
b
o
u
z
o
g
u
N
0
c
c
w
苫

巴，
S
一
飯
島
明
子
「
「
タ
イ
人

の
世
紀
」
再
考
|
|
初
期
ラ
1
ン
ナ
l
史
上
の
諸
問
題
」
、
石
津
良

昭
編

『岩
波
講
座
東
南
ア
ジ
ア
史
第
2
巻
、
東
南
ア
ジ
ア
古
代
園
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{
ゑ
の
成
立
と
展
開
』
(
岩
波
書
庖
、
東
京
、

二

O
O
一
年、

二
五
七

l
二
八
六
頁
。

(
2
)

新
谷
忠
彦
編
『
黄
金
の
四
角
地
待
|
|
シ
ャ
ン
文
化
圏
の
歴
史

・

言
語

・
民
族
』
(
慶
友
祉
、
東
京
、

一
九
九
八
年
)
二
八
頁
。
ま
た
、

飯
島
明
子
氏
は
、
タ
イ
文
化
圏
の

一
部
で
使
用
さ
れ
る
文
字
に
注
目

し
て
タ
ム
文
字
文
化
箇
を
提
唱
し
て
い
る
。
飯
島
明
子
「
ラ
l
ン

ナ
l
の
歴
史
と
文
献
に
開
す
る
ノ

1
卜
1
1iチ
ェ
ン
マ
イ
の
誕
生
を

め
ぐ
っ
て
」
新
谷
忠
彦
編
前
掲
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
3
)

の
γ
コ
凹ご
白
ロ
ロ
白
2
0]印
公、コ
高
司
OHH出
血

2
0
コ
O
{
叶
笠
間
uo
r
t
命的『。

円君。角
川口
門}高

-ωny
釦
口
ι
-
∞-

F

のめロ門戸』門戸命的叶
F
O
河

o
-0
0『、
H，。ロ
7ロ
o'

一o
m
戸ロ
丘
、
H

，S
D印
{め『
ョ

(
4
)

薙
正
帝
と
那
爾
泰
の
閥
係
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
市
定

「
薙
正
帝

|
|
中
閣
の
郷
裁
君
主
|
|
」
(
『宮
崎
市
定
全
集
』
一

四
、
岩
波
書

応、

一
九
九
一
年
)
、
特
に
九
三
l
九
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま

た
、
郭
開
問
泰
が
雲
南
で
行
な

っ
た
統
治
に
つ
い
て
は
、
神
戸
線
夫

「
那
爾
泰
と
雲
一
南
」
(
『
史
民
主
柵
叢
(
別
府
大
島
一
史
民
干
研
究
舎
)
』
二

一
一
波
、
九
五
|
一
二
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
5
)

一
脚
戸
輝
夫
氏
は
前
掲
の
「
那
爾
泰
と
雲
南
」

一
二
四
頁
に
お
い
て
、

都
爾
泰
の
雲
南
統
治
は
「
少
数
民
族
に
と
っ
て
は
新
た
な
闘
い
へ
の

出
殻
貼
」
だ
と
述
べ
て
い
る
。

(
6
)

元
代
に
つ
い
て
は、

『元
史
』
巻
一
九
本
紀
一
九
「
成
{
示
」

(中
華

書
局
本
)
四
O
七
頁
、
明
代
に
つ
い
て
は
「
明
史
』
巻
一一一一

五
、
列

市博
第
二

O
三
雲
南
土
司
三

(中
華
書
局
本
)
八
一
五
六
頁
、

ま
た
清

代
に
つ

い
て
は
、
康
照
一二

O
(
一
六
九

二

年

刊

『
雲
南
通
志
』
巻

之
二
七
「
土
司
」
を
参
照
。

(
7
)

長
谷
川
清

「
「
父
」
な
る
中
園

・
「
母
」
な
る
ピ
ル
マ
|
|
シ

ッ
プ

ソ
1

ン
パ
ン
ナ
1

王
権
と
そ
の

〈外
部
こ
松
原
正
毅
編

『王
穫
の

位
相
』
(
弘
文
堂
、

一
九
九

一
年
)
、
及
び
加
藤
久
美
子
前
掲

『盆
地

世
界
の
園
家
論
|
|
雲
南
、
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
1
の
タ
イ
族
史
」
四

一一一
l
四
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
8
)

本
稿
で
は
タ
イ
詩
の
ロ

ー

マ
字
化
は
新
谷
忠
彦
編

一
ン
ヤ
ン

(
叶
ミ
)
語
音
韻
論
と
文
字
法
』
(
ア
ジ

ア

・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化

研
究
所
、
東
京
、

二
O
O
O年
)
に
従
う
。

(
9
)

加
藤
久
美
子
前
掲

『盆
地
世
界
の
園
家
論
||
雲
南
、

シ
プ
ソ
ン

パ
ン
ナ
!
の
タ
イ
族
史
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
川
山
)

聞

内

包

O
町
内

z
g
H
r
o-RE(い
7
2
d問。∞

E
ω
G
M
O
D四百
何百円高

E
円『
め
何
Hm
Fナ

。
。
ロ
与
の
2

Z
ミ

{
0
2
ω=dm
o
ロ
子
命
日吋
N
C
M
白
ロ牛

コ
ωOM--
『名
古

屋
大
祭
文
撃
部
研
究
論
集
」
一
二
人

・
史
撃
四
三
、

一
九
九
七
年
、

四
頁
。

(
日
)
一

七
二
0
1
三

0
年
代
の
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ

1
王
園
に

つ
い
て
は
、

町
内
三

O
関ロ
ヨ
Hr0・
ad
y白口問
。凹

5
ω
名目。
口
問官印ロロ
h
w
E
子
。
何
回開
Z
・

2
ロ
号
。
2
H
Z
ミ
『
o
n
C
Mg
m
o
ロ
p
o
H叶
N
O印印
ロ門山

口
ω
O印3
4

一
一
l

一
三
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
一
九
五

0
年
代
以
前
の
シ
プ
ソ

ン
パ
ン
ナ
1
王
図
に
お
け
る
統
治
者
と
キ
ャ
ラ
バ
ン
交
易
隊
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
、

加
藤
久
美
子
「
シ
プ
ソ
ン
パ

ン
ナ
l
、
ム
ン
権
力

の
交
易
へ
の
開
わ
り
|
|
ナ
1

ボ
イ
を
め
ぐ
っ
て
」

(
『
名
古
屋
大
拳

東
洋
史
研
究
報
告
』
第
二
五
競
、

二

O
O
一
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
ロ
)

加
藤
久
美
子
前
掲

『盆
地
世
界
の
図
家
論
|
|雲
南
、
シ
プ
ソ
ン

パ
ン
ナ
!
の
タ
イ
族
史
』
四
三
l
四
九
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
日
)
一
七
世
紀
以
前
の
ラ
l
ン
ナ
l
王
図
に
お

い
て
、
パ
ン
ナ
1

は
勢

-122-
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働
力
、
兵
役
や
税
金
・
貢
物
を
徴
枚
す
る
草
位
と
し
て
機
能
し
て
い

た
。
〈
o
-
r
g

。sr
o老
師
}
内
予
定
、

H，
F巾

Z
o
コF巾
『
ロ
斗

2
M
U
G
-ユ
可

O目

下

S

Z
白
(
切
与
同
7
ロ

邑

5
ロ
)
切

2
4〈
2
ロ
号
。
「
白

Z

E
吾
円
。
去
三
I

Hmyv
の
巾
ロ
苫
江
命
的
日
ロ
丹
市
目
白
]
ロ
ヨ
戸
ヨ
ド
ロ
帥
同
ロ
仏
河
色
白
円

5
ロ
印
唱

H
F

同

R
Z
E
m
E
oロ
HM
J

H
U
8
2
唱
『
巾
広
三
包
巳

d
〈

O同
Z
FO司

Oロ

ω
o三
宮
白
印
門
〉

E

Hロ
門

Z
5
5
0
2
Zミ
曲目

ι
F
o
Z
Hロ
伺

E
n
g-

-∞
'
H
m
w
]ロ-可、

NOOω

の
同
釦
ロ
仏
間

u-曲
一
肘
印
可
白
『

r同
O可同日
曜

ωFロ
四
回
目

uO『
タ

(
〉
師
同
即
日

N
2
0回『
n
r
Hロ
ω
z
z
z
w
Z
白門戸

O口白
-
C
E〈
命
門
的

H
Q
O『

ωH口
問
中

司

O

円。)
ω

一二
六
l
四
三
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
U
)

加
藤
久
美
子
前
掲

『盆
地
世
界
の
図
家
論
|
|
雲
南
、

シ
プ
ソ
ン

パ
ン
ナ
l
の
タ
イ
族
」
四
三
l
四
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
日
)
長
谷
川
清
「
ωH司

ω
o口
問

M
U
S
E

王
圏

(車
呈
)
の
政
治
支
配

組
織
と
そ
の
統
治
領
域
||
雲
南
僚
族
研
究
の

一
環
と
し
て
」
(
「
東

南
ア
ジ
ア
|
|
l
歴
史
と
文
化
』
一
一
、
一
九
八
二
年
)
一

一一一一一
l
一

三
六
頁
。

(
日
)

加
藤
久
美
子
前
掲

『盆
地
世
界
の
図
家
論
|
|
雲
南
、
シ
プ
ソ
ン

パ
ン
ナ
l
の
タ
イ
族
史
』
四
五
l
四
七
頁
及
び
国
内
包
O

同
戸
ヨ

Fro
-

Z(ur白ロ
mmmwF口
ω
戸司印

Oロ
四
司
自
戸
口
白

H口
同

}HO
何
回

m
r
g
oロ門

}

d

の
ぬ
ロ
門戸
同可

一

同

0
2帥
阿
国
間

g
p
o

コM
O
M
g
ι

コω
O印
J
一
O
l
一
三
頁
を
参
照
さ

れ
た
い
。

(
口
)
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

・
ダ
ニ
エ
ル
ス
「
西
南
中
園

・
シ
ャ
ン
文
化
圏
に

お
け
る
非
漢
族
の
自
律
的
政
権
1

1
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
王
園
の
改

土
持
流
を
賓
例
に
|
|
」

(
『
東
洋
大
挙
ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
文
化
研

究
所
研
究
年
報
』
第
三
四
競
、
二

O
O
O年
)
六
一
ニ
l
六
九
頁
。

(
国
)
前
傾
紳
戸
輝
夫
「
郭
爾
泰
と
雲
一南
」
参
照
。

(m)
『{
呂
中
槍
潅
正
靭
奏
摺
』
第
六
輯
、
六

O
三
頁
。
「
縞
以
苗
狭
逗

兇
皆
由
土
司
、
土
司
臨
時
虐
並
無
官
法
、
侍
有
土
官
土
目
之
名
、
行
其

相
殺
相
親
之
計
。
漢
民
被
其
擢
残
、
葬
人
受
其
茶
車
母
、
此
漫
彊
大
害
、

必
嘗
努
除
者
也
。
」

(
初
)
民
園
二
(
一
九
二
二
)
年
序
刊
「
元
江
志
稿
』
巻
二
二
、
義
文

志
二
「
車
茶
十
二
版
納
、
原
倶
隷
宣
慰
司
管
轄
。
該
土
司
万
金
賓
自

以
不
能
粂
願
、
以
致
鷹
夷
摩
横
。
据
請
分
設
流
官
、
賓
於
地
方
有
禅
、

感
終
思
茅
並
田
藤
整
董
猛
鳥
六
大
茶
山
及
撤
撹
域
六
版
納
蹄
流
管
轄
、

其
鈴
江
外
六
版
納
の
隷
宣
慰
司
経
管
。
」

(
幻
)

『宮
中
槍
嘉
正
朝
奏
摺
」
第
一

O
輯
、
二
九
五
頁
。

(n)
檀
奉
輯
『
濃
海
虞
衡
志
』
(
問
影
楼
輿
地
叢
書
)
巻
一

一
、
「志
草

木」
。

(
お
)
遁
光
二
六
(
一
八
四
六
)
年
刊
の
侃
娩
輯

『様
雲
歴
年
傍
』
巻
一

二
。
「
茶
山
葬
芝
夷
人
蔵
布
朋
等
篤
愛
。
総
督
郭
爾
泰
遣
副
将
張
感

宗、

参
勝
郎
名
揚
率
兵
討
之
。
葬
芝
産
茶
、
商
販
践
更
牧
愛
、
往
往

舎
於
茶
戸
。
有
江
西
客
淫
蕨
布
朋
之
妻
、
事
露
、
蔵
布
朋
殺
江
西
客
、

而
割
髪
耕
俸
示
諸
商
。
於
是
諸
商
以
被
盗
劫
殺
問
。
」
な
お
、『
宮
中

槍
薙
正
靭
奏
摺
』
第
九
稿
料
、
二
八
六
に
は
首
謀
者
は
「
麻
布
朋
」
と

あ
る
の
で
、
本
文
に
お
い
て
こ
の
漢
{
圭
衣
記
に
し
た
が
う
。

(何日)

『{
巴
中
槍
薙
正
靭
奏
摺
」
第
九
輯
、
二
八
六
l
二
八
八
頁
。

(
お
)
『
宮
中
棺
薙
正
朝
奏
摺
』
第
九
輯
、
二
八
八
頁
。

(
お
)
『
宮
中
棺
薙
正
靭
奏
摺
』
第

一
O
輯
、
一
七
四
頁
。

(
幻
)
遁
光
二
六
(
一
八
四
六
)
年
刊
の
侃
股
輯

『
浪
雲
歴
年
俸
』
巻
一

二
に
よ
る
。

(
お
)
練
兵
の
孫
弘
本
か
ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
薙
正
五
年
正
月

一
六
日
、
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刀
正
彦
が
官
同
憂
に
座
り
、
集
ま

っ
た
衆
版
納
頭
人
並
び
に
タ
イ
族
と

街
泥
千
絵
人
が
彼
を
車
里
の
主
と
し
て
拝押し
た
際
、
タ
ー
ォ

・
ギ
ン

パ

オ

(
万
金
賞
)
が
{豆
慰
司
の
印
信
を
刀
正
彦
に
献
納
し
た
が
、
刀

伝
人
じ

正
彦
は

「印
信
、
我
要
せ
ず
、
我
は
我
が
努
民
を
管
す
。

体

去
り

て
漠
人
を
管
せ
よ
」
と
言
っ
た
。
『{呂
中
抱
擁
正
朝
奏
摺
』
第

一
O

脳
、
二
九
三
l
二
九
四
頁
。
「
正
月
拾
陸
日
、
正
彦
身
披
錦
衣
頭
数

金
冠
陸
坐
高
蓋
、
衆
版
納
頭
人
並
椛
舞
鶴
泥
千
有
絵
衆
羅
斧
蓋
下
、

象
矯
車
里
之
王
、
維
時
宣
慰
万
金
賀
憧
悩
侃
…
措
、
即
飼
匂
蓋
前
献
納

印
信
以
奨
有
克
、
刀
正
彦
即
云
印
信
我
不
要
、
我
管
我
舞
民
、

体
去

管
淡
人
壮一寸担
問
。
」

(
m
U
)

『宮
中
棺
薙
正
朝
奏
摺
」
第

一一

輯、

二
四
六

l
二
四
七
頁
。
燕

鳴
春
の
報
告
に
関
す
る
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
「
八
月
十
八
日
、

機
千
総
統
、
嶋
春
探
差
回
報
、

動
持
賊
玖
護
、
岡
引
帥
相
等
又
煽
惑
附
近
徽
撹

繍
之
猛
遮
、
猛
能
等
閣
情
勢
同
叛
、

口
裕
要
分
路
前
来
等
諸
問
。
」

(
初
)

伺
娩
輯

『浪
雲
歴
年
俸
」
巻

二
一
。

(
汎
)
『
{呂
中
指
潅
正
朝
奏
摺
」
第

一一

一輯、

一一
一
一
五
l
一一一一

六
頁
。
原

文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
提
臣
郷
玉
麟
次
回
命
日
宣
慰
司
刀
金
賀
、
因

畏
賊
勢
避
匿
猛
者
地
方
、

差
弁
目
前
往
宣
布
皇
仁
、

令
其
出
見
。
子

十

一
月
二
十
七
日
携
帯
家
口
自
猛
者
起
身
、
三
十
日
到
九
龍
江
。
十

二
月
初
二
日
赴
提
臣
都
玉
麟
行
管
投
見
、
提
臣
即
賞
給
銀
雨
砲
帽
等

項
、
扮
示
云
爾
乃
無
罪
之
人
、
不
遇
矯
逆
晶
押
勢
逼
逃
避
。
如
今
出
来

可
安
慰
各
頭
目
、
招
撫
百
姓
、
率
家
築
業
。
該
宣
慰
一
一
認
承
、

叩

頭
感
泣
。
子
初
三
日
回
江
去
詑
。
提
臣
仰
穏
皇
上
好
生
之
徳
、
康
行

出
示
招
係
、
恕
其
巳
往
許
、
其
自
新
江
域
一
帯
、
先
後
就
撫
投
誠
者

業
有

一
千
六
百
鈴
戸
、
男
婦
人
千

一
百
除
名
口。
」

(
刊以
)

侃
娩
輯

『且霊
長一度
年
師
陣
』
巻

一
二
に
は

「
凡
夷
民

一
高
二
千
三
百

戸
有
奇
、
震
男
女
数
高
名
目
。
事
問
、
皇
上
偉
其
功
、

擢
矯
雨
庚
線

督
。」

と
記
し
て
い
る
。
『宮
中
償
薙
正
靭
奏
摺
」
第

一
一一一
輯、

三
九

0
1
一一一
九

一
頁
に
よ
れ
ば
、
都
玉
麟
は
薙
正
七
年
四
月
に
庚
東
総
督

の
僻
令
を
受
領
し
た
。

(
お
)

悦
娩
輯

『浪
雲
一歴
年
油
開
」
巻

一一

一は
「
於
是
所
属
普
淘
等
庭
六
茶

山
及
撤
携
繍
江
内
六
版
納
地
、
地
既
虞
遠
、
隔
普
海
且
二
千
里
、
乃

の
令
宣
慰
司
歳
納
糧
銀
於
依
邸
前
、
支
給
駐
柏
村
官
兵
。
」
と
記
し
て
い

る
。
賦
税
の
銀
納
化
が
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
l
王
圏
内
の
ム

ン
勢
力
の

均
衡
に
奥
え
た
影
響
に

つ
い
て
侭
包
O
穴
ロ
ヨ

HTo
e
-d

Z口
問

2
5

ω号
制
Oロ
m
yZ
ロ
ω
E
子
。

MWHm
Z
OA-d予

のぬ
三
C『
可

『

onC
M
E
m
oロ

吾作コ
N
F
S
巳コ
ω
S
J
六
l
一一
一一
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
鈍
)

漉
正
六
(
一
七
二
八
)
年
八

l
一
O
月
に
、
猛
威
を
振
る

っ
た
時

疫

(
コ
レ
ラ
か
赤
痢、

或
い
は
愛
疹
チ
フ
ス
)
に
よ
る
死
亡
者
が
多

く
、
臨
元
線
兵
官
の
孫
弘
本
も
病
死
し
た
。
『
宮
中
槍
漉
正
朝
奏
摺
』

第

一一

輯
、
九

O
九

1
九

一
O
頁
、
『
宮
中
稽
薙
正
朝
奏
摺
』
第
一

二
輯、

二
三
頁、

『{
呂
中
棺
薙
正
朝
奏
摺
』
第
一

一一
輯、

三

一
五
頁

を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
例
娩
輯

『浪
雲
歴
年
俸
」
巻

一
一
一に
よ

れ
ば
、
ム
ン
ハ
ム
で
の
城
建
設
に
汲
達
さ
れ
た
官
吏
と
工
匠
が
ほ
と

ん
ど
全
部
煙
壕

(
マ
ラ
リ
ア
な
ど
)
に
よ

っ
て
死
亡
し
、
さ
ら
に
依

幾
で
城
壁
を
建
設
し
よ
う
と
し
た
際
、
{
巨
役
千
鈴
人
が
死
亡
し
た
た

め
そ
の
計
童
を
取
り
や
め
に
し
た
。

一
八
世
紀
雲
南
に
お
け
る
傍
染

病
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
(リR
o一
回
S

E

E
-
切
S
S
Hn
huE宮
内

相芯

ミ
S
R尽き
Hb
(US
H
R
q
の
b
ghHe
笠
宮
『
O三

C
ロ
H〈
巾
『
日
戸

q
H
U
HO
M
p

g
g
F丘
四
5
2
e一
八

l
二

O
頁
を
参
照
に
さ
れ
た
い
。
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(お
)

成
豊
元
(
一
八
五
こ
年
序
刊

『普
淘
府
志
』
港
之
三
、
建
置
、

歴
代
紀
事
、
薬
正
二
年
の
項
に
は
「
威
遠
土
州
万
光
燥
有
罪
革
職
、

裁
直
隷
威
遠
州
、
土
官
設
撫
夷
清
飼
同
知
、
以
劉
宏
度
篤
之
」
、
ま

た
薙
正
四
年
の
項
に
は
「
鎮
玩
土
司
万
品
開
溺
職
革
土
府
設
流
{目
以
威

逮
同
知
機
府
事
」
と
あ
る
。

(
お
)
郡
爾
泰
と
楊
名
時
の
薙
正
五
(
一
七
二
七
)
年
二
月

一
O
日
附
け

の
奏
摺
に
よ
れ
ば
、
「
威
遠
狭
黒
銭
玩
人
等
子
正
月
十
七
日
午
刻
先

在
抱
母
井
地
方
抄
械
、
首
夜
四
更
時
分
奔
赴
府
城
、
焼
街
、
傷
官
、

劫
謀
、
放
囚
等
情
、
具
報
前
来
。
」
(
『宮
中
槍
薙
正
靭
奏
摺
」
第
七

輯
、
四
五
三
頁
)
。
ま
た
、

『{
呂
中
棺
薙
正
靭
奏
摺
』
第
七
輯
、
五
九

八
l
六
O
二
頁
に
も
こ
の
事
件
に
閲
す
る
報
告
が
あ
る
。

(
初出
)

郭
爾
泰
の
薙
正
五
(
一
七
二
七
)
年
三
月
一

一一
日
附
け
の
奏
摺
に

は
、
捕
虜
に
し
た
絵
老
二
の
供
述
を
、

「向
彩
勢
人
有
五
百
、
禽
泥

有
四
百
、
相
開
票
有
三
百
、
大
頭
線
狼
有
二
百
、
探
舞
有
四
百
」(『
{呂

中
稽
薙
正
朝
奏
摺
』
第
七
輯
、
五
九
九
頁
)
と
記
し
て
い
る
。

(
お
)

『{
呂
中
棺
薙
正
朝
奏
摺
』
第
八
輯
、
一
八
四
l
一
八
五
頁
。

(
ぬ
)

康
照
三
O

(
一
六
九

二

年

『雲
南
通
志
」
巻
二
九
、
委
文
三。

原
文
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
「魯
魁
在
高
山
之
中
、
跨
連
新
崎
蒙

元
景
楚
之
界
、
綿
百
一廃
遠
、
林
深
筈
密
、
其
内
則
新
卒
、
新
化
、
元

江
、
易
門
、
碍
嘉
、
南
安
、
景
東

一
帯
地
方
、
賊
皆
可
入
、
其
外
則

車
里
、
普
潟
、
孟
艮
、
鎖
、得
、
復
緬
、
交
祉

一
帯
地
方
、
賊
皆
可
出
。

故
防
之
甚
難
、
而
剃
之
亦
不
易
也
。
」

(ω
)
閑
洪
向
学

『撫
演
奏
草
』
巻
五
、

「新
卒
剃
賊
報
捷
疏
」

(内
閣
文
庫

所
裁
、

天
啓
六

(
二
ハ
二
六
)
年
序
刊
本
)。
「新
卒
懸
者
、
故
丁
葺
、

白
改
巣
穴
也
。
其
山
架
阻
、
其
夷
狩
鏡
、
其
俗
以
擦
殺
篤
生
涯
。
若

天
生
化
外
男

一
世
界
。
高
暦
十
九
年
、
大
兵
剃
洗
之
後
開
設
懸
治
、

始
就
馨
策
、
然
屡
附
屡
叛
。
屈
指
三
十
年
間
、
用
兵
者
五
、
至
於
今

而
六
失
。
方
臣
等
天
啓
二
年
十
二
月
入
境
、
開
峨

一
帯
夷
泰
正
被
其

毒
、
臣
等
後
該
際
土
官
緑
崇
功
、

自
省
城
統
兵
蹄
救
、
而
賊
遜
去
、

復
流
入
石
扉
界
中
。
資
秀
告
念
、
又
後
該
州
土
官
能
在
回
、

自
曲
靖

統
兵
持
救
、
而
又
遜
去
。
於
是
不
得
志
於
崎
峨
石
界
、
耽
耽
之
虎
、

負
嶋
而
逗
失
。
新
卒
、
新
化
並
以
警
来
問
、
臣
等
以
賊
気
炎
炎
不
容

不
撲
、
故
集
漢
土
数
千
、
機
遊
懲
李
恩
忠
、
通
剣
苗
閏育
俊
、
属
以
則

廃
之
事。

賊
間
宮
兵
之
来
、

元
江
者
集
之
賊
相
率
渡
江
。
二
新
之
賊

各
判
定
匿
入
響
。
我
丘
ハ
以
其
開
掩
賊
不
備
、
所
持
庁
斬
亦
百
十
人
。
蛍
是

之
時
、
我
軍
婆
梢
張
、
賊
勢
梢
戚
定
。
使
能
度
利
規
使
、
可
兵
兵
之、

不
亦
招
而
下
之
、
則
有
所
庭
分
、
反
側
自
帖
。
乃
計
不
出
此
。
佑
得

小
捷
、
不
痛
不
撲
。
引
師
親
還
、
致
煩
再
奉
、
此
亦
曹
育
俊
、
李
恩

忠
之
過
也
。
及
臣
等
添
集
土
馬
、
統
以
遊
撃
劉
崇
種、

段
以
副
使
胡

其
健
、
授
以
剰
撫
方
署
、
奥
之
約
剃
必
剣
根
、
撫
必
革
心
、
務

一
了

百
了
、
役
不
再
籍
。
非
是
者
、

兵
不
得
言
撤
、
而
遁
柏
村
果

一
一
領
署
、

凡
百
之
日
而
竣
厭
役
駕
。
雄
偉
餓
不
満
三
百
、
然
投
綴
於
樹
者
、
摘

椿
於
墾
者
、
葬
於
江
魚
之
腹
者
、
緊
張
務
籍
不
在
此
数
。
其
鼠
匿
之

遊
魂
、
又
悉
招
致
而
安
描
之
。
其
盤
錯
之
険
岳
、
又
各
置
哨
分
轄
而

犬
牙
以
制
之
。
此
香
徹
底
料
理
之
後
、
或
可
数
十
年
無
事
失
。」

こ

の
上
奏
文
は
簡
略
化
し
た
形
で

『喜
'
宗
賓
録
」
巻
五
五
、
天
啓
五

ご

六
二
五
)
年
正
月
戊
午
の
僚
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

(図
立
中
央

研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
校
印
本、

二
四
九
二
l
二
四
九
六
頁
)
。

(
引
)

天
啓
年
間

(
一
六
二一

1
一
六
二
七
)
『棋士心
」
(
雲
南
数
育
出
版

枇、

見
明、

一
九
九
一
年
)
五
六
頁
に
よ
れ
ば
、
新
卒
燃
は
も
と
も



726 

と
崎
峨
豚
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
が
、

「後
篤
丁
輩
、
白
改
夷
賊
所
媛
、

高
暦
十
九
年
討
平
之
、
始
改
鴬
勝
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

(
必
)

伺
娩
輯

『濃
部
長
歴
年
傍
」
巻
九
。

(
刊日
)

康
照
三
O
(
一
六
九

ご

年

『雲
市
川
通
志
』
巻
二
九
、
妻
文
三
、

十
祭
銃
後
「
皆
骨
浪
第
八
疏
」
。
原
文
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
「
縦
賊
囚

出
、
毎
村
給
一
木
刻
汲
{
疋
保
頭
銀
十
数
雨
、

二
、
三
十
雨
不
等
、
猪
、

羊
、
鶏
、
酒
索
取
無
厭
、
稀
有
不
透
、
劫
殺
随
之
。
於
是
、
流
離
之

民
箪
相
近
野
賊
之
民
集
於
附
賊
篤
盗
。
八
年
之
久
、
招
集
亡
命
愈
多
、

全
浪
各
府
州
勝
村
荘
聴
其
索
保
者
十
之
八
、
九
。」

(似
)

『
宮
中
槍
薙
正
朝
奏
摺
』
第
二
輯
、
四
九
八
l
四
九
九
頁
。
原
文

は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
「
哀
牢

一
山
、
各
州
牒
管
汎
環
其
三
面、

其
西
南

一
面
、
則
係
威
遠
土
州
、
鋲
玩
土
府
及
草
壁
宣
慰
司
之
地
。

而
威
遠
尤
嘗
衝
要
。
賊
人
無
事
之
時
、
奥
土
司
及
其
子
弟
頭
人
皆
結

婚
姻
、
或
奔
篤
父
子
、
或
盟
篤
兄
弟
、
一
経
有
事
、
官
兵
三
面
進
攻
、

賊
即
従
土
司

一
面
赴
出
、
土
司
削
行
護
庇
蔵
匿
、
或
縦
出
境
外
煙
療

之
地
、
令
官
兵
難
以
前
往
査
捕
。
督
撫
亦
往
往
以
噺
日
持
久
、
恐
干

庭
分
、
姑
以
克
罪
招
安
。
且
了
目
前
之
局
、
市
此
輩
借
此

一
招
復
野

内
地
の
前
害
民
。
皆
因
従
前
不
肯
直
窮
到
底
、
是
以
飴
串
至
今
。
」

(
K
M
)

『
宮
中
指
薙
正
朝
奏
摺
』
第
二
輯
、
四
九
九
頁
。
ま
た
、
落
正
二

年
五
月
二
八
日
附
け
の
奏
摺
に
お
い
て
、
高
其
俸
は
「
雲
南
威
遠
州

土
知
州
刀
光
快
勝
野
賊
頭
目
並
固
有
才
認
篤
父
子
、
伊
子
奥
之
結
鴛
兄

弟
、
任
意
蔵
匿
、
不
肯
査
掌
」
と
事
貧
関
係
を
簡
略
に
述
べ
て
い
る

二
宮
中
棺
薙
正
朝
奏
摺
』
第
二
輯
、
七
一

O
頁
)。

(
必
)

「
宮
中
指
権
正
朝
奏
摺
」
第
九
輯
、
二
八
八
頁
。

(
U
)

那
爾
泰
の
薙
正
五

(
一
七
二
七
)
年
一
一
月

一
一
日
附
け
の
奏
摺

に
は
、

「前
麻
布
朋
来
殺
客
、

大
家
遁
至
細
腰
子
河
遺
殺
死
池
一西
超

馬
的
王
姓
客
一
個
、
得
青
馬
一

匹
、
紫
馬

一
匹
、
茶
十

一
一
獄
、
鞍
子

十

一一
副
。
」
(『
宮
中
棺
濯
正
朝
奏
摺
』
第
九
輯
、

二
八
八
頁
。)
と
記

し
て
あ
る
。

(
日明
)

侃
娩
輯

『浪
雲
一歴
年
俸
」
巻

一一一

「六
大
山
産
茶
、
向
係
商
民
在

彼
地
坐
放
牧
愛
、
各
販
於
普
海
上
納
税
課
穂
行
、
由
来
久
失
。
至
是、

以
商
民
盤
剥
生
事
、
議
設
線
茶
庖
以
箆
其
利
権
。
於
是
通
剣
朱
繍
上

談
、
終
新
奮
商
民
悉
行
線
逐
、

一退
選
復
入
者
倶
伽
責
押
因
。
其
茶
、

令
茶
戸
室
数
運
至
徳
底
、
領
給
債
値
、
私
相
買
費
者
罪
之
。
稽
査
厳

密
、
民
甚
難
堪
。
又
商
販
先
債
後
茶
、
通
融
得
済
。
官
民
交
易
、

緩

急
不
通
。
且
茶
山
之
於
思
茅、

自
数
十
里
至
千
絵
里
不
止
。
近
者
且

有
交
収
守
候
之
苦
、
人
役
使
費
繁
多
。
軽
段
重
秤
、
又
所
難
克
。
欽…

則
百
肋
之
償
、
得
山
Z
T
而
止
失
。
若
夫
遠
戸
、

経
月
往
来
、
小
貨
零
星

無
幾
、
加
以
如
前
弊
孔
、
能
不
杢
手
而
持
。
小
民
生
生
之
計
、
只
有

此
茶
。
不
以
篤
資
、
又
以
篤
累
。
何
況
文
{
巨
責
之
以
貢
茶
、
武
官
挟

之
以
生
息
、
則
其
裁
其
根
、
緒
其
山
、
是
亦
事
之
出
於
莫
可
如
何
者

也
。
」

(ω
)
潅
正
一
一

(
一
七
三一一
一)
年
三
月
二
四
日
附
け
の
奏
摺
に
お
い
て
、

雲
南
巡
撫
張
允
随
が
「
臣
、
親
歴
行
間
各
路
追
捜
相
機
招
撫
統
計
、

斬
檎
三
千
六
百
絵
賊
、
招
復
表
民
男
婦
四
寓
二
千
六
百
絵
名
目
。
」

(『宮
中
槍
姦
正
朝
奏
摺
』
第一一

一日
朝
、
三

O
八
頁
)
と
報
告
し
て

い
る
。

(
叩
)

侃
娩
輯

『減
雲
一歴
年
傍
」
巻

一
こ
に
は
刀
興
園
が

「斬
於
軍
前
。

其
黛
悉
力
伐
樹
塞
堕
井
而
逃
。」

と
あ
る
。
成
型
元
年
序
刊

『並
白
河

府
志
』
単
位
之

二
二
、
兵
制
、
戎
事
考
、
に
も
同
様
な
記
事
が
見
え
る
。
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さ
ら
に
、
薬
正
一

O
年
九
月
二
二
日
附
け
の
奏
摺
に
お
い
て
、
高
其

俸
が
「
其
茶
山
各
察
、
擦
王
先
菓
橋
、
禽
泥
、
苦
葱
、
蒲
蟹
倶
己
作

逆
、
惟
獲
狭
山
同
在
観
望
。
」
(
『宮
中
指
薙
正
朝
奏
摺
』
第
二

O
輯、

五
六
八
頁
)
と
報
告
し
て
お
り
、
依
集
の
茶
山
で
は
禽
泥
、

苦
葱
及

び
蒲
蟹
が
騒
胤
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

(
日
)
促
娩
輯
『
指
偶
者
音
一
歴
年
俸
』
の
史
料
債
値
に
つ
い
て
は
、
方
図
稔

『
雲
南
史
料
目
録
概
説
』
(
中
華
書
局
、

北
京
、

一
九
八
一
年
)
六

一
五
l
六
一
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
方
図
稔
は
本
書
が
引
用
す
る

史
料
に
つ
い
て
は
注
意
が
必
要
と
記
し
な
が
ら
、
「
若
清
初
之
事
、

擦
康
照

『雲
南
遁
志
』
之

『大
事
考
』
、
市
盆
娩
所
親
見
親
問
者
、

難
不
能
詳
、
然
無
専
紀
之
害
、
則
此
書
可
矯
善
本
也
」
と
促
腕
が
生

き
た
時
代
に
閥
す
る
記
述
の
史
料
債
値
に
つ
い
て
一
定
の
評
債
を
し

て
い
る
。
侃
娩
が
本
書
に
つ
け
た
自
序
に
は
、
乾
隆
二

(
一
七
三

七
)
年
九
月
九
日
と
あ
る
が
、
促
娩
が
生
き
た
薙
正
年
間
の
記
事
に

つ
い
て
は
濁
自
の
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

(
臼
)

師
範
纂
輯
宮
市
銃
撃
』
八
之
四
婆
文
。

「
て
官
員
販
貰
私
茶
、

兵
役
入
山
擾
累
之
弊
、
宜
巌
{
疋
慮
分
也
。
恩
茅
茶
山
地
方
癖
薄
、
不

産
米
穀
、
夷
人
窮
苦
、
惟
籍
茶
葉
養
生
、
無
如
文
武
各
員
毎
歳
二、

三
月
間
即
差
兵
役
人
山
採
取
、
任
意
作
践
短
債
強
買
、
四
庭
販
責
、

濫
汲
人
夫
沿
途
蓬
迭
。
是
小
民
養
命
之
源
、
寛
成
官
員
兵
役
射
利
之

薮
。
夷
民
甚
震
受
累
。
前
経
陸
任
督
臣
郭
爾
泰
題
明
、
禁
止
兵
役
不

許
入
山
。
臣
等
又
将
官
販
私
茶
巌
行
査
禁
一
、
但
不
巌
定
庭
分
弊
累
不

能
永
除
。
」

(
臼
)
檀
率
(
一
七
二
四
1
一
八
O
一
)
輯
『
襟
海
虞
衡
志
』
巻
一
一
、

「志
草
木
」
。

(
臼
)
二

O
世
紀
前
中
ア
ン
プ
ソ
ン
パ

ン
ナ
1
に
お
け
る
茶
の
生
産
の
流
通

に
つ
い
て
は
、
〉
口
口
豆
詰
唱
。
戸
同
己
「
』
除
、
与
き
な
室
、
足
喧
d
w号、

同町

Hb芝町
N
G
白
お
礼
司
、
鈴
礼
町
白
書
。

w
H
h
S偽
吋
尽
き

HbwH除
去
の
bH3
8時
刊

誌

h
ENab-

s
h
H
h
h
H
b
u
z
Oロ
o
m
g
-uF
品
、
ア

d

へと
o

C
ロ
2
2
2
q
ω
o
E
F
2
2

〉
2
S
ω
Z門

r
g
M
Z
向
者
同
2

2
・
H
U
Su七
三
l
八
六
頁
を
参
照
さ

れ
た
い
。

(
日
)
前
掲
H
U

え

o
z
a
n
y
-
〉

Z
o
Z
3
吋『
円Oロ
m
w
ω
oロ
互
の
宮
ロ問
。

。ロ

ω
O巨
門

rd〈
問
え
の
rH口
白
〆
何
日
々

7
向
。
《
凶
作
日
明
円
O
E
H
RU

一戸、可。。
l

H

∞∞
0
3
0

(
日
)
薙
正

一
O
年
六
月
一
一
日
附
け
の
奏
摺
に
お
い
て
、

雲
南
提
督
の

察
成
貴
が

「
万
興
圏
係
恩
茅
版
目
万
猛
口
問
之
子
、
土
千
線
万
輔
園
之

弟
、
海
正
伍
年
間
茶
山
議
動
、
該
輿
園
随
営
放
力
、
願
作
郷
導
、
縁

念
檎
金
十
茶
山
各
賊
、
曾
給
土
把
線
職
衝
管
理
地
方
事
務
。」

と
報
告

し
て
い
る
(
「
宮
中
指
薙
正
靭
奏
摺
』
第
二

O
輯、

六
九
頁
)
。

促
娩

輯

『
漢
雲
一
歴
年
俸
』
巻
一

二
は
万
輿
園
が
茶
山
土
千
戸
と
し
て
い
る

が
、
奏
摺
で
は
土
把
線
と
な
っ
て
い
る
(
例
え
ば
、

『宮
中
槍
嘉
正

朝
奏
摺
』
第
二

O
輯、

六
九
頁
と

一
一
一
一
頁
)
、
後
者
に
従
う
。

(閉
山
)
促
娩
輯
『
閣
時
間
雲
歴
年
傍
』
巻
一
一

一
「
乃
普
淘
府
知
府
修
世
膝
有
志

過
山
田
爪
糧
、
二
一
月
遂
召
輿
図
而
告
之
。
輿
園
克
冠
頓
首
目
。
総
督
風

行
革
優
、
民
力
巳
渇
、
似
未
能
連
奉
後
車
、
請
待
之
明
年
。
夷
人
例

不
肯
責
務
児
女
、
茶
又
鋳
官
、
借
貸
路
絶
。
惟
結
牛
圏
家
以
矯
貢
献

之
地
耳
。
世
癒
不
然
、
而
斥
逐
之
。

惇
吏
弊
其
胡
而
起
。
顧
冠
、
冠

巳
郷
之
外
方
。
欲
就
胡
林
坐
、
門
卒
賜
去
之
。
輿
園
乃
大
怒
、
被
其

補
服
目
、
死
耳
。
烏
用
此
鴛
。
科
頭
銑
足
、
上
馬
径
行
。
感
慨
競
衆

-127ー
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而
盟
。
」

成
型
元
年
序
刊
『
普
淘
府
志
』
泰
之
二
二
、
兵
制、

戎
事
考
、
に

も
問
様
な
記
事
が
見
え
る
。

(
日
)
薙
正

一
O
年
六
月

一
六
日
附
け
の
奏
摺
に
お
い
て
、

雲
一貴
徳
督
の

高
其
俸
が
「
苦
葱
噺
衆
之
慮
、
即
係
刀
輿
園
同
伊
堂
弟
万
三
所
住
地

方
苦
葱
、
即
係
万
飽
ハ
園
項
下
之
人
」
(
「
宮
中
棺
薙
正
朝
奏
摺
」
第
二

O
輯
、
九
九
頁
)
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
羅
正
一

O
年
六
月

一
六
日

附
け
の
奏
摺
に
お
い
て
、
雲
南
布
政
使
の
葛
森
は
「
苦
葱
勝
目爪之
慮
、

即
係
土
把
線
刀
興
園
向
弟
万
三
所
住
地
方
苦
恵
、
即
係
興
園
佃
戸
。」

(『宮
中
楢
薙
正
朝
奏
摺
』
第
二
O
輯、

一一一一
頁
)
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、

薙
正

一
O
年
六
月

一
六
日
附
け
の
別
の
奏
摺
に
お
い
て
、

雲
南
巡
撫
張
允
随
が
「
苦
葱
噺
緊
之
庭
、
即
係
万
興
図
同
伊
堂
弟
刀

三
所
住
地
方
苦
葱
、
即
係
万
輿
園
項
下
之
人
」
(
『宮
中
棺
薙
正
朝
奏

摺
』
第
二
O
輯、

一一

六
頁
)
と
報
告
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
苦
葱

は
刀
興
図
の
「
項
下
之
人
」
あ
る
い
は
小
作
人
で
、
弟

(も
し
く
は

同
姓
の
い
と
こ
)
の
力
三
が
居
住
す
る
蟹
場
地
方
に
お
い
て
集
ま
っ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

(
臼
)

例
え
ば
、
滋
正

一
O
年
六
月
一
六
日
附
け
の
奏
摺
に
お
い
て
、
雲

費
総
督
の
高
其
俸
が
「
思
茅
地
方
有
苦
葱
前
往
蟹
場
河
簿

一
緬
倍
、

裕
之
震
紳
仙
。
-
(
苫
白
中
檎
薙
正
朝
奏
摺
』
第
二

O
輯
、
九
八
頁
)

と
記
し
、

薙
正

一
O
年
六
月
一

六
日
附
け
の
奏
摺
に
お
い
て
、
雲
南

布
政
使
の
葛
森
は
「
恩
岡
崎
蟹
犠
河
煽
煽
洞
有
苦
葱
緊
衆
諸
惇
洞
内
有

紳
仙
勾
引
各
慮
、
苦
葱
拝
賀
。

:
・:」

(『
宮
中
格
帯
地
正
朝
奏
摺
』
第

二
O
輯、

一一

一
一
頁
)
と
し
て
い
る
。

(ω
)
位
枯
族
筒
史
編
{
烏
組

『位
枯
族
筒
史
』
(
雲
南
人
民
出
版
枇
、
日
比

明、

一
九
八
六
年
)
三
二
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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that were stationed in 出ｅ central portion of southern Hedong as ａdefense against

the Xixia西夏and the Khitai.

DISINTEGRATION FROM THE PERIPHERY： HILL PEOPLES AND

　　　　

THE QING ANNEXATION OF SIPSONG PANNA IN 1729

　　　　　　　　　　　　　　　　

ChristianDaniels

　　

During the 1720s the Qing began to activelyassert more bureaucratic control

over Southern Yunnan by replacing some smaller Tai (Dai) politieswith regular

imperial o伍cials.Even the large polity of Sipsong Paiina, which had remained re-

lativelyfree from serious interference in itsinternal affairsby the Chinese state so

far, did not get off unscathed. In 1729 E'ertai, the governor-general of Yunnan

and Guizhou, armeχed the siχpaima on the east bank of the Mekong river, trans-

ferring them to the control of imperial bureaucrats. Sipsong Parma had been ａ

vassal of both the Burmese and the Chinese courts since the 16th century, and

this action by the Qing ended up orientating the politymore strongly than ever be-

fore towards China. Though the Qing found it difficultto administer the anneχed

territory through normal means, and had to leave most of it under the jurisdiction

of Tai rulers, this event deserves attention for itlaunched the polityoff on ａpath

towards fuU absorption into the Chinese state,ａlong journey that did not end until

the 1950s. Why did the Qing annex ａ part of Sipsong Panna territory?In this arti-

cleｌ use memorials written by contemporary Qing administrators, who furnished

detailed reports on local conditions, to put the events of the 1720s in the long

term perspective of violence by ethnic hiU peoples livingin the area to the north of

Sipsong Parma that had continued since the 17th century. l show that inter-ethnic

strifebetween Ml peoples and Han traders in the Tea Hills, an area under the

jurisdictionof the paramount leader of Sipsong Parma, precipitated the rebellion

which ultimately led to the anneχation, and ｌ argue that the Qing intervened in

order to enforce Chinese style law and order on local society rather than for ter-

ritorialaggrandisement as some scholars have claimed. Han traders had introduced

ａ money economy into the hiU areas by their tea buying activities,usury and other

associated malpractices which drove the Woni (Hani) and other ethnic groups to

rebel in 1727. The hillpeoples were vassals of the Tai rulers, and though the in-

crease in trade ｅχchange had brought great hardship to them, their overlords, the

Tai rulers, had proved ineffective as articulators,and had failed to protect them

　　　　　　　　　　　　　　　　　

一郎－



from attack by the Qing army. Historians have overlooked the importance of hill

peripheries to the maintenance of Tai polities,but the case of the 1729 annexation

clearly demonstrated how vitalhin areas were to the welfare of Sipsong Panna as

ａ whole. Trouble in the hiUs led to the incorporation of some of the polity's

peripheral territoriesinto the newly founded Pu'er Prefectぼe, and almost caused

die alienationof six panna at the core. The perception by Qing O伍cials that Tai

rulers could not properly control their hillpeoples was also ａfactor that prompted

them to intervene. Interaction between ethnic hi]]peoples and Han traders in the

1720s inaugurated a process of slow disintegration of the Sipsong Panna polity

from the periphery.

励－


